
資

料ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
（
二
）加

藤

哲

夫

1　、　、
　
2

三
、

　
1

四
、　2

は
し
が
き

連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
の
骨
子
と
起
草
の
理
由

、
改
正
草
案
第
七
章
の
骨
子

、
改
正
草
案
第
七
章
起
草
の
基
本
的
理
由

連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
の
規
定

、
第
七
章
　
更
　
　
生

第
一
編
事
件
の
運
用
（
第
一
一
巻
一
号
）

第
二
編
債
務
者
財
産
に
関
す
る
規
定

第
三
編
更
生
計
画
に
関
す
る
規
定
（
以
上
本
号
）

、
そ
の
他
の
関
連
規
定

あ
と
が
き

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
（
二
）

第
二
編

債
務
者
財
産
に
関
す
る
規
定
（
零
o
〈
芭
o
霧
勾
甲

毎
一
認
8
浮
①
牢
8
①
旨
く
o
団
誓
①
U
Φ
び
8
『
）

第
七
ー
二
〇
扁
条
　
管
財
人
ま
た
は
債
務
者
の
権
利
お
よ
び
権
能

（
匹
讐
富
曽
鼠
頃
o
零
R
の
o
眺
⇒
q
2
8
0
『
U
ゆ
耳
a
）

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
V

　
a
　
管
財
人
（
↓
歪
曾
8
）

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
本
章
の
規
定
と
矛
盾
し
な
い
限
り
、
管
財
人
は
、
本
法
第
五
章
に
お
け

る
破
産
管
財
人
が
有
す
る
権
利
を
有
し
、
か
つ
、
権
能
を
行
使
し
、
ま
た
、

債
務
者
の
財
産
に
つ
き
レ
シ
ー
ヴ
ァ
ー
が
有
す
る
す
べ
て
の
権
利
お
よ
び

権
能
を
有
す
る
。

一
八
一



ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
二

　
b
　
債
務
者
（
∪
①
げ
8
吋
）

　
管
財
人
ま
た
は
レ
シ
ー
ヴ
ァ
ー
が
任
命
さ
れ
る
と
き
ま
で
、
債
務
者

は
、
破
産
審
査
官
ま
た
は
裁
判
所
の
定
め
る
制
限
お
よ
び
条
件
に
し
た
が

い
、
本
条
⑥
項
お
よ
び
本
章
の
下
で
管
財
人
が
有
す
る
す
べ
て
の
権
利
を

有
し
、
か
つ
、
す
べ
て
の
権
能
を
行
使
す
る
。

第
七
ー
二
〇
二
条
　
財
団
の
財
産
・
第
七
章
手
続
申
立
後
の
収
入
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

債
務
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
生
計
扶
助
料
支
出
の
許
可
（
ギ
8
R
蔓
亀

魯
Φ
国
ω
富
け
9
》
一
一
〇
名
四
昌
8
眺
o
増
ω
q
も
℃
o
昌
o
胤
U
①
σ
8
円
四
昌
血
悶
四
ヨ
一
蔓

坤
○
ヨ
u
o
の
な
9
注
o
口
冒
8
ヨ
o
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
財
団
の
財
産
は
、
第
四
－
六
〇
一
条
に
定
め
る
財
産
、
お
よ
び
、
申
立

が
な
さ
れ
た
時
か
ら
事
件
の
終
結
、
棄
却
ま
た
は
第
五
章
も
し
く
は
第
六

章
へ
の
手
続
の
転
換
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
事
由
が
生
ず
る
と
き
ま
で
に
債

務
者
が
取
得
し
た
財
産
で
あ
っ
て
第
四
－
六
〇
一
条
に
定
め
る
そ
の
他
の

す
べ
て
の
財
産
を
含
む
。
破
産
審
査
官
は
、
自
然
人
た
る
債
務
者
に
対
し

て
、
債
務
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
生
計
に
必
要
な
相
当
な
額
を
、
そ
の
使

途
を
開
示
せ
ず
に
、
な
ん
ら
か
の
原
因
に
よ
り
生
じ
た
第
七
章
手
続
申
立

後
の
収
入
か
ら
支
出
す
る
こ
と
を
許
可
し
、
か
つ
、
自
然
人
た
る
債
務
者

が
そ
う
す
る
こ
と
を
授
権
す
る
こ
と
が
で
ぎ
、
ま
た
、
自
然
人
た
る
債
務

老
に
対
し
て
、
更
生
さ
れ
る
事
業
以
外
の
な
ん
ら
か
の
雇
傭
に
も
と
づ
き

取
得
し
た
第
七
章
手
続
申
立
後
の
す
べ
て
の
収
入
の
使
用
を
許
可
す
る
こ

一
八
二

と
が
で
き
る
。
第
四
ー
五
〇
三
条
に
よ
り
差
押
が
禁
止
さ
れ
る
自
然
人
た

　
　
　
　
　
（
5
）

る
債
務
者
の
財
産
は
、
債
務
者
の
同
意
な
く
し
て
は
売
却
さ
れ
え
ず
、
か

つ
、
更
生
計
画
案
の
条
項
に
記
載
さ
れ
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
〉

第
七
ー
二
〇
三
条
　
賃
貸
財
産
ま
た
は
リ
ー
ン
に
服
す
る
財
産
の
使
用

（
d
の
Φ
9
国
B
R
畠
い
8
ω
包
g
ω
暮
一
8
け
8
即
U
陣
自
）

　
a
　
財
産
の
使
用
（
ご
器
9
冑
8
R
蔓
）

　
人
的
財
産
（
需
お
9
巴
冥
8
R
蔓
）
の
賃
貸
借
契
約
ま
た
は
担
保
権
設

定
契
約
の
文
言
の
内
容
の
如
何
を
問
わ
ず
、
（
1
）
管
財
人
、
レ
シ
ー
ヴ
ァ

ー
、
ま
た
は
、
管
財
人
も
し
く
は
レ
シ
ー
ヴ
ァ
ー
が
任
命
さ
れ
な
い
と
き

は
債
務
者
は
、
リ
ー
ソ
が
設
定
さ
れ
て
い
る
財
団
の
財
産
お
よ
び
そ
の
売

得
金
な
ら
び
に
承
継
さ
れ
な
か
っ
た
賃
貸
借
契
約
に
も
と
づ
き
賃
貸
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

る
人
的
財
産
を
、
第
四
－
五
〇
一
条
に
定
め
る
手
続
停
止
の
終
了
（
什
R
亭

言
畳
8
9
浮
。
玲
塁
）
の
と
き
ま
で
、
債
務
者
の
事
業
を
営
為
す
る
に

あ
た
り
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
（
2
）
第
七
章
手
続
申
立
期
日
後

に
管
財
人
ま
た
は
債
務
者
が
取
得
し
た
財
産
は
、
第
七
章
手
続
申
立
期
日

前
に
債
務
者
が
締
結
し
た
担
保
権
設
定
契
約
に
も
と
づ
く
リ
ー
ソ
に
服
し

な
い
。

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
b
　
手
続
停
止
の
救
済
ま
た
は
そ
の
変
更
（
寄
一
謹
ヰ
o
ヨ
自
竃
o
今

　
　
訪
8
臨
o
昌
o
協
ω
汁
塁
）

　
破
産
手
続
規
則
お
よ
び
第
四
ー
五
〇
一
条
◎
項
に
も
と
づ
き
担
保
権
者



（
の
9
霞
包
冨
増
昌
）
ま
た
は
賃
貸
人
は
、
（
1
）
手
続
停
止
を
終
了
せ
し
め

る
た
め
の
申
立
、
ま
た
は
、
（
2
）
そ
の
財
産
ま
た
は
売
得
金
の
使
用
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

い
て
担
保
権
者
を
適
正
に
保
護
す
る
条
件
を
付
し
て
、
停
止
の
変
更
を
も

と
め
る
申
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
管
財
人
ま
た
は
債
務
者
は
、
当
該

財
産
ま
た
は
第
七
章
手
続
申
立
時
に
お
い
て
賃
貸
さ
れ
て
い
る
財
産
中
に

担
保
権
者
が
有
す
る
権
利
の
価
値
が
適
正
に
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証

明
す
る
責
に
任
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

第
七
f
二
〇
四
条
相
殺
の
停
止
お
よ
び
相
殺
権
に
服
す
る
財
産
の
使
用

（
ω
g
矯
o
一
ω
。
8
庸
四
且
d
ω
①
o
胤
胃
。
冒
R
蔓
ω
昏
い
8
什
8
匹
α
q
浮
o
｛

ω
0
8
庸
）

　
a
　
相
殺
の
停
止
お
よ
び
そ
の
期
間
（
ω
富
網
9
ω
2
黙
き
山
U
貰
鉾
一
8

　
　
9
ω
什
昌
）

　
本
章
の
救
済
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
債
務
者
に
よ
り
ま
た
は
債
務
者

の
た
め
に
提
起
さ
れ
た
本
章
の
申
立
は
、
債
務
者
に
対
す
る
請
求
権
と
債

務
者
の
有
す
る
請
求
権
と
の
相
殺
を
停
止
す
る
効
力
を
有
す
る
。
た
だ

し
、
相
殺
の
停
止
が
破
産
裁
判
所
に
よ
っ
て
終
了
さ
れ
、
ま
た
は
、
事
件

が
棄
却
さ
れ
も
し
く
は
第
五
章
も
し
く
は
第
六
章
へ
転
換
さ
れ
た
と
き
は

こ
の
限
り
で
な
い
。
か
か
る
相
殺
の
停
止
は
、
本
条
⑥
項
に
よ
る
別
段
の

命
令
が
あ
る
と
き
を
除
き
、
債
務
者
に
対
す
る
ま
た
は
債
務
者
の
要
請
に

も
と
づ
く
弁
済
を
留
保
す
る
た
め
の
債
権
者
の
権
利
に
影
響
し
な
い
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
（
二
）

　
b
　
相
殺
の
停
止
に
対
す
る
救
済
ま
た
は
相
殺
の
停
止
の
変
更

　
　
（
園
o
一
一
R
坤
o
ヨ
g
客
o
α
臨
o
緯
一
〇
口
o
胤
ω
什
塁
）

　
破
産
手
続
規
則
な
ら
び
に
第
四
ー
五
〇
一
条
⑥
項
お
よ
び
＠
項
に
し
た

が
い
、
債
権
者
は
、
（
1
）
相
殺
の
停
止
を
終
了
せ
し
め
る
た
め
の
申
立
、

ま
た
は
、
（
2
）
債
権
者
を
適
正
に
保
護
す
る
条
件
を
付
し
て
、
相
殺
の
停

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

止
を
変
更
す
る
た
め
の
申
立
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
管
財
人
ま
た
は
債

務
者
は
、
相
殺
を
主
張
す
る
者
が
適
正
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
証
明
す
る

責
に
任
ず
る
。

　
c
　
債
務
弁
済
命
令
（
O
鼠
R
8
同
℃
昌
ヨ
o
旨
9
0
び
凝
畳
o
ロ
）

　
裁
判
所
は
、
相
殺
権
を
主
張
す
る
者
が
、
相
殺
の
停
止
が
本
条
㈲
項
に

よ
り
終
了
せ
し
め
ら
れ
な
い
と
き
で
も
、
相
殺
に
供
さ
れ
る
べ
き
債
務
を

管
財
人
ま
た
は
管
財
人
が
任
命
さ
れ
な
い
と
き
は
債
務
者
に
対
し
て
弁
済

す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
、
弁
済
を
命
ず
る
条
件

と
し
て
、
管
財
人
ま
た
は
債
務
者
が
、
相
殺
権
を
主
張
す
る
者
を
適
正
に

保
護
す
る
手
段
を
提
供
す
る
こ
と
を
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
財

人
ま
た
は
債
務
者
は
、
相
殺
権
を
主
張
す
る
者
が
適
正
に
保
護
さ
れ
る
こ

と
を
証
明
す
る
責
に
任
ず
る
。

第
七
ー
二
〇
五
条
　
財
産
の
売
却
ま
た
は
賃
貸
（
留
富
霧
ピ
8
8
9

℃
3
唱
段
な
）

　
財
産
の
賃
貸
ま
た
は
売
却
が
、
第
七
ー
一
〇
四
条
に
よ
る
事
業
の
通
常

一
八
三



　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

の
過
程
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
き
は
、
破
産
審
査
官
は
、
破

産
審
査
官
が
承
認
す
る
条
件
に
も
と
づ
い
て
管
財
人
も
し
く
は
レ
シ
ー
ヴ

ァ
ー
ま
た
は
管
財
人
も
し
く
は
レ
シ
ー
ヴ
ァ
ー
が
任
命
さ
れ
な
い
と
き
は

債
務
者
に
よ
る
財
産
の
売
却
ま
た
は
賃
貸
借
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
財
団
の
財
産
の
す
べ
て
も
し
く
は
実
質
的
に
す
べ
て
の
財
団
財
産
の

売
却
ま
た
は
賃
貸
が
財
団
の
も
っ
と
も
利
益
に
な
る
と
ぎ
は
、
裁
判
所

は
、
破
産
手
続
規
則
に
し
た
が
い
通
知
を
な
し
審
問
を
お
こ
な
っ
た
後
に

か
か
る
財
産
の
売
却
ま
た
は
賃
貸
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

第
七
ー
二
〇
六
条
航
空
機
リ
ー
ン
お
よ
び
そ
の
賃
貸
（
≧
さ
声
津

ピ
一
〇
昌
ω
四
昌
α
い
鶏
ω
Φ
ω
）

　
第
四
ー
三
三
条
お
よ
び
第
四
－
六
〇
四
条
乃
至
第
四
－
六
〇
九
条
に

し
た
が
い
、
現
在
施
行
さ
れ
か
つ
将
来
に
お
い
て
修
正
さ
れ
る
一
九
五
八

年
連
邦
航
空
法
（
男
包
R
巴
》
≦
畳
8
》
9
0
協
お
鵠
）
に
も
と
づ
き
発

行
さ
れ
る
”
8
＆
欝
暮
0
9
8
p
〈
①
艮
窪
8
餌
且
器
8
ω
ω
一
蔓
に
よ
り

航
空
運
送
業
者
と
し
て
事
業
を
営
む
債
務
者
に
対
し
、
賃
貸
さ
れ
、
転
貸

さ
れ
、
ま
た
は
、
条
件
付
で
売
却
さ
れ
て
い
る
航
空
機
、
航
空
機
エ
ン
ジ

ン
お
よ
び
プ
ロ
ペ
ラ
、
計
器
な
ら
び
に
航
空
機
部
品
の
所
有
者
ま
た
は
賃

貸
人
は
、
受
託
者
で
あ
る
と
否
と
を
間
わ
ず
、
賃
貸
借
契
約
ま
た
は
条
件

付
売
買
契
約
に
し
た
が
い
か
か
る
財
産
を
占
有
す
る
権
利
を
、
本
章
の
事

件
に
お
い
て
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
賃
貸
借
契
約
ま
た
は

一
八
四

条
件
付
売
買
契
約
に
そ
の
権
利
の
執
行
に
関
す
る
定
め
が
な
い
と
き
は
こ

の
限
り
で
は
な
い
。

（
1
）
　
破
産
手
続
に
お
け
る
管
財
人
は
、
破
産
管
財
人
（
閃
㊤
p
評
旨
℃
8
『

　
B
毎
ω
8
①
）
と
記
さ
れ
る
が
、
更
生
手
続
に
あ
っ
て
は
、
単
に
↓
旨
ω
冨
①

　
と
記
さ
れ
る
。

（
2
）
　
第
五
章
は
、
通
常
の
破
産
手
続
に
関
す
る
現
定
で
あ
る
。
改
正
草

　
案
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
破
産
改
正
法

　
草
案
第
七
章
（
一
）
〈
資
料
〉
比
較
法
学
第
一
一
巻
一
号
二
頁
・
注
（
3
）

　
参
照
。

（
3
）
　
本
条
と
同
旨
の
規
定
は
、
現
行
連
邦
破
産
法
に
は
な
い
。

（
4
）
　
第
四
i
六
〇
一
条
は
、
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
財
産
を
列
挙
す

　
る
。
そ
の
主
だ
っ
た
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
申
立
時
に
債
務
者
が
有
す
る

　
一
切
の
財
産
、
申
立
後
六
ケ
月
以
内
に
相
続
、
遺
贈
な
ど
に
よ
り
債
務

　
者
が
取
得
し
た
財
産
、
債
務
者
と
そ
の
配
偶
者
と
の
共
有
財
産
な
ど
が

　
あ
る
（
第
四
ー
六
〇
一
条
＠
項
）
。

（
5
）
　
第
四
－
五
〇
三
条
は
、
い
わ
ゆ
る
差
押
禁
止
財
産
を
列
挙
す
る
。

　
そ
の
主
な
も
の
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
債
務
者
、
そ
の
配
偶
者
お
よ
び
債

　
務
者
の
扶
養
す
る
者
が
居
住
す
る
建
物
（
た
だ
し
、
建
物
の
評
価
額

　
が
、
五
〇
〇
〇
ド
ル
プ
ラ
ス
被
扶
養
者
の
人
数
に
五
〇
〇
ド
ル
を
乗
じ

　
た
額
を
超
え
る
と
き
は
、
第
四
－
五
〇
三
条
の
適
用
は
な
い
）
、
家
畜
、

　
家
具
、
衣
料
品
、
装
身
具
、
工
具
（
総
計
一
〇
〇
〇
ド
ル
を
超
え
な
い



　
額
を
限
度
と
す
る
）
、
総
計
五
〇
〇
ド
ル
を
超
え
な
い
現
金
、
証
券
、

　
未
受
領
の
所
得
な
ど
の
類
、
墓
所
（
評
価
額
二
五
〇
〇
ド
ル
を
限
度
と

　
す
る
）
な
ど
が
あ
る
。

（
6
）
　
リ
ー
ン
が
付
さ
れ
た
財
産
の
更
生
手
続
開
始
後
の
使
用
に
つ
い
て

　
は
、
か
ね
て
か
ら
争
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
ミ
ミ
帰
巴
①

　
国
図
虞
o
ω
の
ω
器
言
β
一
目
‘
ω
o
o
斜
コ
窪
0
8
（
臣
、
Ω
ぴ
一
〇
〇
刈
）
W
ミ

　
ミ
ω
段
目
①
P
倉
㎝
男
窪
o
o
欝
（
N
α
Ω
円
■
お
置
）
な
ど
）
、
今
日
、
本

　
条
の
い
う
財
産
の
使
用
お
よ
び
賃
借
に
つ
き
、
そ
の
合
憲
性
は
す
で
に

　
み
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
↓
冨
男
8
0
辞
9
浮
①

　
O
o
目
B
一
ω
ω
一
〇
p
8
島
①
］
W
彗
雨
后
8
矯
い
帥
類
ω
o
｛
9
0
d
巳
＄
伍

　
ω
富
3
ω
｝
℃
巽
什
戸
器
①
（
一
〇
刈
ω
）
●

（
7
）
　
第
四
－
五
〇
一
条
は
、
本
章
の
申
立
が
あ
る
と
、
債
務
者
に
関
し

　
て
そ
の
当
時
す
で
に
係
属
す
る
民
事
訴
訟
、
判
決
の
執
行
、
お
よ
び
、

　
債
務
者
財
産
に
対
す
る
リ
ー
ン
の
実
行
が
当
然
に
停
止
す
る
旨
を
規
定

　
し
て
お
り
（
こ
の
停
止
を
四
暮
o
導
醇
ざ
曾
亀
と
い
う
。
同
条
＠
項
）
、

　
そ
の
手
続
停
止
の
効
力
は
、
事
件
の
終
了
ま
で
原
則
と
し
て
継
続
す
る

　
（
同
条
⑥
項
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
い
う
停
止
も
、
右
の
手
続
を

　
意
味
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
8
）
　
注
（
7
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
停
止
と
は
、
第
七
章
手
続
申
立

　
当
時
債
務
者
に
つ
い
て
す
で
に
係
属
す
る
民
事
訴
訟
、
判
決
の
執
行
や

　
債
務
者
財
産
に
対
す
る
リ
ー
ン
の
実
行
手
続
の
停
止
を
意
味
す
る
が
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
（
二
）

　
本
項
で
は
、
リ
ー
ン
の
実
行
手
続
の
停
止
を
意
味
す
る
。

（
9
）
　
裁
判
所
が
こ
の
保
護
条
件
を
付
す
る
が
、
考
え
ら
れ
う
る
条
件
と

　
し
て
は
、
ω
そ
の
他
の
衡
平
な
価
額
の
担
保
を
提
供
さ
せ
る
、
②
財
産

　
使
用
後
の
担
保
価
値
の
減
少
を
考
慮
し
、
か
つ
、
そ
れ
を
限
度
と
し
て
、

　
担
保
を
追
加
さ
せ
る
、
③
財
産
の
売
得
金
が
そ
の
被
担
保
債
権
を
弁
済

　
す
る
の
に
充
分
な
額
で
あ
る
と
き
は
、
優
先
弁
済
を
受
け
る
地
位
　
（
帥

　
冥
δ
ユ
蔓
）
を
与
え
る
な
ど
が
あ
る
。

（
1
0
）
　
本
条
は
や
は
り
現
行
連
邦
破
産
法
に
同
旨
の
規
定
が
な
く
、
新
し

　
い
規
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、
従
来
の
判
例
（
た
と
え
ば
、
い
o
名
α
窪
く
・

　
Z
o
旨
げ
名
①
ω
什
R
昌
Z
母
一
8
巴
閃
餌
爵
印
↓
旨
曾
O
o
‘
8
0
。
O
・
ω
。

　
一
①
O
（
一
〇
ω
①
）
旧
ミ
ミ
U
Φ
窪
ひ
q
び
印
国
ロ
α
ω
o
p
困
＜
R
国
巴
一
妻
塁
O
o
‘

　
＆
o
o
　
司
●
鱒
α
“
G
o
O
（
臣
Ω
づ
　
一
〇
認
）
馴
ミ
ミ
℃
o
p
昌
O
o
旨
円
毘

　
↓
轟
ロ
省
○
昌
讐
δ
昌
0
9
a
ω
男
鱒
山
留
O
（
ら
Q
α
Ω
い
一
〇
鳶
）
な
ど
）

　
お
よ
び
連
邦
破
産
法
第
一
〇
章
事
件
や
同
第
七
七
条
の
鉄
道
更
生
事
件

　
で
の
実
務
を
明
文
化
し
、
手
続
申
立
時
の
相
殺
権
の
行
使
を
制
限
し
た

　
も
の
で
あ
る
。

（
n
）
　
第
四
ー
五
〇
一
条
＠
項
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
手
続
停

　
止
を
失
効
さ
せ
る
た
め
の
申
立
は
認
め
ら
れ
る
。
ω
手
続
の
続
行
が
、

　
財
団
の
運
用
ま
た
は
債
務
者
が
本
法
の
下
で
受
け
る
利
益
の
享
受
を
、

　
妨
げ
な
い
で
あ
ろ
う
場
合
、
②
手
続
の
停
止
が
、
そ
の
停
止
の
失
効
を

　
求
め
る
申
立
人
に
と
っ
て
回
復
し
難
い
侵
害
、
損
失
ま
た
は
損
害
を
生

一
八
五



ア
メ
リ
カ
合
衆
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連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
（
二
）

　
ぜ
し
め
る
場
合
、
⑥
管
財
人
ま
た
は
債
務
者
が
手
続
の
続
行
に
同
意

　
し
、
か
つ
、
そ
の
停
止
の
失
効
の
申
立
が
裁
判
所
に
よ
り
承
認
さ
れ
た

　
場
合
、
④
破
産
審
査
官
が
手
続
の
続
行
に
同
意
す
る
場
合
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
通
常
の
事
業
過
程
に
お
け
る
財
産
の
売
却
お
よ
び
賃
貸
は
、
手
続

　
開
始
時
に
お
け
る
破
産
審
査
官
の
事
業
経
営
権
付
与
に
含
ま
れ
る
。
こ

　
の
点
に
つ
き
、
拙
稿
・
前
掲
資
料
一
九
頁
の
改
正
草
案
第
七
ー
一
〇
四

　
条
参
照
。
通
常
の
事
業
過
程
に
お
け
る
以
外
の
財
産
の
売
却
お
よ
び
賃

　
貸
は
、
本
条
に
よ
り
破
産
審
査
官
の
個
別
の
許
可
を
必
要
と
す
る
。
な

　
お
、
現
行
連
邦
破
産
法
第
一
一
六
条
③
、
同
第
三
一
三
条
②
、
お
よ
び
、

　
同
第
四
二
二
条
②
比
較
参
照
。

（
13
）
　
本
条
に
つ
い
て
は
、
現
行
連
邦
破
産
法
第
一
一
六
条
㈲
を
比
較
参

　
照
。第

三
編

更
生
計
画
に
関
す
る
規
定

　
（
ギ
o
＜
一
ω
一
g
ω
国
o
冨
鉱
畠
梓
o
甚
①
国
き
）

第
七
－
三
〇
齢
条
　
請
求
権
の
証
明
お
よ
び
株
式
の
証
明
（
ギ
o
亀
9

Ω
鋤
ぎ
ω
き
α
一
旨
巽
①
暮
の
）

　
a
　
管
財
人
が
提
出
す
る
債
権
者
表
お
よ
び
株
主
名
簿
（
↓
歪
曾
8
、
の

　
　
＝
馨
）

　
破
産
審
査
官
も
し
く
は
利
害
関
係
人
の
異
議
が
な
く
、
ま
た
は
、
請
求

権
も
し
く
は
株
式
の
証
拠
の
届
出
が
な
い
と
き
で
も
、
債
権
者
の
請
求
権

一
八
六

お
よ
び
株
主
の
株
式
は
、
第
七
－
一
〇
三
条
に
し
た
が
い
提
出
さ
れ
る
債

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

権
者
表
お
よ
び
株
主
名
簿
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
（
①
馨
呂
房
ぎ
α
）
。
そ
れ

ら
の
債
権
者
の
請
求
権
は
、
争
わ
れ
て
い
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
条
件
付

で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
ま
た
、
責
任
が
確
定
さ
れ
て
い
る
と
否
と
を

問
わ
な
い
。

　
b
　
証
拠
の
届
出
（
固
一
一
凝
9
零
8
罐
）

　
破
産
審
査
官
は
、
債
権
者
表
お
よ
び
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

債
権
者
の
請
求
権
お
よ
び
株
主
の
株
式
の
証
拠
を
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
期
日
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
破
産
審
査
官
が
か
か
る
期
日
を
定
め

な
い
と
き
は
、
更
生
計
画
が
確
認
さ
れ
る
前
ま
で
に
、
証
拠
は
届
出
ら
れ

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
破
産
審
査
官
は
、
争
い
が
あ
る
も
の
、
条
件
付
で

あ
る
も
の
、
ま
た
は
、
額
に
つ
い
て
確
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
債

権
者
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
請
求
権
を
有
す
る
債
権
者
に
対
し
、
こ
れ
ら

の
事
実
を
書
面
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
i
三
〇
二
条
　
請
求
権
お
よ
び
株
式
の
分
類
（
Ω
器
ω
臨
。
鋒
8
9

Ω
巴
ヨ
ω
四
口
α
一
暮
段
o
の
房
）

　
更
生
計
画
案
の
作
成
お
よ
び
そ
の
受
諾
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
き

は
、
利
害
関
係
人
の
要
請
（
お
2
0
馨
）
に
も
と
づ
き
、
破
産
審
査
官
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

第
四
－
四
〇
五
条
お
よ
び
第
四
－
四
〇
六
条
に
し
た
が
い
、
実
質
的
に
同

じ
種
類
の
権
利
老
で
あ
り
か
つ
実
質
的
に
同
種
の
権
利
を
有
す
る
債
権
者



の
組
お
よ
び
株
主
の
組
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
破
産
審

査
官
は
、
手
続
を
お
こ
な
う
上
で
の
便
宜
か
ら
（
協
黛
お
器
o
霧
9

匿
邑
巳
ω
宵
呂
奉
8
昌
く
o
巳
窪
8
）
、
　
一
〇
〇
ド
ル
未
満
の
無
担
保
債
権

を
有
す
る
債
権
者
か
ら
成
る
別
個
の
組
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

第
七
！
三
〇
三
条
　
更
生
計
画
の
条
項
（
等
o
丘
巴
o
房
9
＝
き
）

　
更
生
計
画
は
、
つ
ぎ
に
定
め
る
条
項
を
含
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
は
、

含
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
1
）
　
担
保
が
付
さ
れ
て
い
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
ま
た
は
一

　
部
の
債
権
者
の
権
利
を
変
更
も
し
く
は
修
正
す
る
（
埠
R
一
躍
9

　
導
o
島
鴎
旨
轟
さ
o
旨
周
蒔
算
の
）
条
項
を
含
ま
ね
ぽ
な
ら
ず
、
ま
た
、
す

　
べ
て
の
ま
た
は
一
部
の
株
主
の
権
利
を
変
更
も
し
く
は
修
正
す
る
条
項

　
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
）
　
第
四
ー
四
〇
五
条
＠
項
（
1
）
乃
至
が
（
5
）
定
め
る
制
限
に
し
た
が

　
い
、
同
条
所
定
の
請
求
権
の
弁
済
ま
た
は
保
証
に
関
す
る
条
項
を
お
か

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
3
）
更
生
計
画
が
、
債
権
者
の
あ
る
組
、
債
務
者
た
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

　
ッ
プ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、
債
務
者
た
る
自
然
人
、
ま
た
は
、
債
務
者
た
る

　
会
社
の
株
主
に
よ
る
そ
の
他
の
参
加
を
排
除
す
る
財
産
評
価
額
を
基
礎

　
と
す
る
と
き
は
、
裁
判
所
の
決
定
を
条
件
と
し
か
つ
更
生
さ
れ
る
債
務

　
者
ま
た
は
更
生
計
画
に
よ
る
債
務
者
の
承
継
人
（
ω
β
8
①
の
ω
a
）
が
更
生

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
（
二
）

計
画
へ
参
加
す
る
た
め
の
資
金
供
与
を
な
し
う
る
地
位
（
浮
き
o
芭

ω
冨
言
ω
）
を
得
た
こ
と
を
確
認
し
た
期
日
よ
り
五
年
以
内
で
あ
る
更
生

　
計
画
記
載
の
期
間
内
に
お
け
る
か
か
る
債
権
者
の
組
、
株
主
、
バ
ー
ト

　
ナ
ー
ま
た
は
自
然
人
た
る
債
務
者
の
時
機
に
遅
れ
た
参
加
に
関
す
る
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

項
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
4
）
　
㈹
債
務
者
た
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
パ
！
ト
ナ
ー
が
更
生
計
画

　
に
お
い
て
そ
の
持
分
権
を
留
保
す
る
場
合
、
⑧
債
務
者
た
る
自
然
人
が

更
生
計
画
に
お
い
て
そ
の
持
分
権
を
留
保
す
る
場
合
、
お
よ
び
、
◎
債

務
者
た
る
会
社
の
株
主
が
更
生
計
画
に
お
い
て
そ
の
持
分
権
を
留
保
す

　
る
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
た
る
自
然
人
、
パ
ー
ト
ナ
ー
ま
た
は
株
主

　
の
貢
献
の
度
合
が
、
更
生
さ
れ
る
債
務
者
ま
た
は
更
生
計
画
に
よ
る
債

　
務
者
の
承
継
人
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
裁
判
所
が
認
定
す
る
と

　
き
は
、
そ
の
よ
う
な
更
生
計
画
上
留
保
さ
れ
た
持
分
権
の
価
額
お
よ
び

　
そ
れ
に
付
加
さ
れ
る
貢
献
価
値
に
概
ね
相
当
す
る
額
を
基
準
と
し
て
、

　
債
務
者
た
る
自
然
人
、
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ま
た
は
、
株
主
の
参
加
に
関
す

　
る
条
項
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
5
）
　
未
履
行
の
契
約
（
四
昌
震
9
5
0
蔓
8
旨
声
9
）
の
拒
絶
ま
た
は

　
期
間
満
了
前
の
賃
貸
借
契
約
の
解
除
に
関
す
る
条
項
を
お
く
こ
と
が
で

　
　
（
B
）
、

　
き
る
。

（
6
）
　
更
生
計
画
そ
れ
自
体
お
よ
び
更
生
計
画
中
の
関
係
条
項
に
よ
り
実

　
質
的
か
つ
不
利
益
に
影
響
を
う
け
な
い
債
権
者
も
し
く
は
株
主
ま
た
は

一
八
七



ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
（
二
）

　
そ
れ
ら
の
者
か
ら
成
る
組
を
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
7
）
更
生
計
画
に
よ
り
実
質
的
か
つ
不
利
益
に
影
響
を
う
け
る
更
生
計

　
画
を
受
諾
し
な
い
債
権
者
の
組
の
請
求
権
の
現
金
に
よ
る
弁
済
に
関
す

　
る
条
項
、
ま
た
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
照
ら
し
て
そ
の
よ
う
な
請
求

　
権
の
実
現
を
衡
平
か
つ
公
正
に
定
め
る
権
利
保
護
の
方
法
に
関
す
る
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
項
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
8
）
更
生
計
画
に
よ
り
実
質
的
か
つ
不
利
益
に
影
響
を
う
け
、
更
生
計

　
画
を
受
諾
し
な
い
株
主
の
組
に
つ
い
て
、
更
生
計
画
に
よ
り
処
理
さ
れ

　
る
債
務
者
の
財
産
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
者
の
エ
ク
イ
テ
ィ
の
価
額
の
現

　
金
に
よ
る
弁
済
に
関
す
る
条
項
、
ま
た
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
照
ら

　
し
て
、
そ
の
よ
う
な
株
主
の
権
利
の
実
現
を
衡
平
か
つ
公
正
に
定
め
る

　
権
利
保
護
の
方
法
に
関
す
る
条
項
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
9
）
　
㈱
債
務
者
に
よ
る
財
産
の
す
べ
て
ま
た
は
一
部
の
留
保
、
⑧
設
立

　
さ
れ
も
し
く
は
将
来
に
お
い
て
設
立
さ
れ
る
べ
ぎ
一
個
ま
た
は
数
個
の

　
会
社
へ
の
、
債
務
者
財
産
の
す
べ
て
も
し
く
は
一
部
の
売
却
ま
た
は
移

　
転
、
◎
債
務
者
と
一
個
も
し
く
は
数
個
の
会
社
と
の
吸
収
合
併
ま
た
は

　
新
設
合
併
（
ヨ
o
お
R
8
8
拐
o
臣
蝕
o
昌
）
、
⑪
当
該
財
産
に
つ
い
て

　
権
利
を
有
す
る
老
に
対
し
て
リ
ー
ン
を
付
し
た
ま
ま
あ
る
い
は
リ
ー
ン

　
を
付
さ
な
い
で
な
す
、
債
務
者
財
産
の
す
べ
て
も
し
く
は
一
部
の
売
却
、

　
債
務
者
の
資
産
の
す
べ
て
も
し
く
は
一
部
の
分
配
（
島
ω
茸
ぎ
葺
一
9
）
、

　
ま
た
は
、
財
産
の
売
却
に
も
と
づ
く
売
得
金
の
分
配
、
⑭
リ
ー
ソ
の
実

八
八

行
・
満
足
ま
た
は
リ
ー
ソ
の
修
正
、
㈲
歯
型
証
書
も
し
く
は
そ
の
他
の

証
書
の
取
消
し
ま
た
は
修
正
（
8
目
色
慧
8
曾
日
o
＆
膏
印
什
一
8
）
、

⑥
債
務
不
履
行
事
由
（
8
富
巨
邑
の
治
楡
ま
た
は
撤
回
（
窪
ユ
鑛
9

毛
巴
く
R
）
、
⑪
社
外
証
券
の
満
期
日
の
猶
予
、
利
率
変
更
お
よ
び
そ
の

他
の
条
件
の
変
更
、
①
債
務
者
た
る
会
社
の
基
本
定
款
（
o
富
辞
R
）
の

変
更
、
①
請
求
権
も
し
く
は
株
式
の
満
足
の
た
め
に
ま
た
は
そ
の
他
の

適
正
な
目
的
の
た
め
に
、
現
金
、
財
産
を
対
価
と
し
て
、
ま
た
は
、
既

存
の
証
券
と
交
換
に
お
こ
な
わ
れ
る
、
債
務
者
ま
た
は
債
務
者
の
財
産

　
の
譲
受
会
社
の
証
券
の
発
行
を
含
む
更
生
計
画
を
実
行
す
る
た
め
の
適

　
正
な
方
法
に
関
す
る
条
項
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
1
0
）
更
生
計
画
が
確
認
さ
れ
た
後
に
お
い
て
取
締
役
、
役
員
、
ま
た
は

議
決
権
受
託
者
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
承
継
人
と
な
る
べ
き
者
の
選
任
の

　
方
法
に
関
し
て
、
衡
平
で
あ
り
、
債
権
者
お
よ
び
株
主
の
利
益
に
適
合

　
し
か
つ
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ポ
リ
シ
ー
に
適
合
す
る
条
項
を
お
か
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。

（
U
）
　
債
務
者
た
る
会
社
、
ま
た
は
、
更
生
計
画
を
実
行
す
る
目
的
に
お

　
い
て
設
立
さ
れ
も
し
く
は
将
来
に
お
い
て
設
立
さ
れ
る
べ
き
会
社
の
基

　
本
定
款
に
つ
ぎ
の
条
項
を
含
ま
せ
る
た
め
の
条
項
を
お
く
こ
と
が
で
き

　
る
。

　
（
A
）
　
債
務
者
た
る
会
社
ま
た
は
更
生
計
画
を
実
行
す
る
た
め
に
設
立

　
　
さ
れ
も
し
く
は
将
来
に
お
い
て
設
立
さ
れ
る
べ
き
会
社
が
議
決
権
の



　
　
な
い
株
式
を
発
行
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
条
項
、
お
よ
び
、
債
務
者

　
　
た
る
会
社
ま
た
は
更
生
計
画
を
実
行
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
も
し
く

　
　
は
将
来
に
お
い
て
設
立
さ
れ
る
べ
き
会
社
の
議
決
権
の
あ
る
数
種
の

　
　
証
券
に
つ
い
て
、
か
か
る
種
類
の
証
券
保
有
者
へ
の
議
決
権
の
公
正

　
　
か
つ
衡
平
な
配
分
を
定
め
る
条
項
。
株
式
の
配
当
に
つ
き
他
の
株
式

　
　
よ
り
優
先
的
地
位
を
も
つ
種
類
の
株
式
が
あ
る
と
き
は
、
か
か
る

　
　
配
当
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
不
履
行
が
あ
る
場
合
に
か
か
る
優
先
株

　
　
式
の
組
を
代
表
す
る
取
締
役
の
選
任
に
関
す
る
適
正
な
条
項
を
含

　
　
む
。

　
　
（
B
）
債
務
者
ま
た
は
更
生
計
画
を
実
行
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
も
し

　
　
く
は
将
来
に
お
い
て
設
立
さ
れ
る
べ
き
会
社
の
数
種
の
証
券
の
条

　
　
件
、
権
利
お
よ
び
特
権
に
関
し
て
、
公
正
か
つ
衡
平
で
あ
っ
て
、
一

　
　
般
に
承
認
さ
れ
た
会
計
原
則
に
適
合
す
る
条
項
。
そ
の
よ
う
な
証
券

　
　
の
発
行
、
取
得
、
買
入
、
償
却
ま
た
は
償
還
お
よ
び
そ
の
配
当
の
宣

　
　
言
と
配
当
金
の
支
払
い
に
関
す
る
条
項
を
含
む
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

　
　
に
関
す
る
一
般
条
項
を
制
限
し
な
い
。

（
1
2
）
　
債
務
者
ま
た
は
財
団
に
帰
属
す
る
請
求
権
の
和
解
ま
た
は
調
整

　
（
8
蓬
o
B
①
旨
a
毘
甘
馨
糞
o
旨
）
に
関
す
る
条
項
を
含
む
こ
と
が
で

　
き
、
更
生
計
画
に
お
い
て
和
解
さ
れ
ず
ま
た
は
調
整
さ
れ
な
い
請
求
権

　
に
つ
い
て
、
管
財
人
も
し
く
は
管
財
人
が
任
命
さ
れ
な
い
と
き
に
は
債

務
者
ま
た
は
そ
の
目
的
の
た
め
に
破
産
審
査
官
が
任
命
し
裁
判
所
の
承
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認
を
う
け
た
利
害
関
係
な
き
者
が
な
す
、
か
か
る
請
求
権
の
留
保
お
よ

　
び
実
行
に
関
す
る
条
項
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
1
3
）
　
本
法
の
規
定
に
矛
盾
し
な
い
そ
の
他
の
適
当
な
条
項
を
含
む
こ
と

　
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飢
）

第
七
ー
三
〇
四
条
　
更
生
計
画
案
お
よ
び
そ
の
報
告
書
の
提
出
（
固
浮
閃

o
H
＝
”
b
o
目
園
魯
o
旨
）

　
a
　
管
財
人
、
債
務
者
、
ま
た
は
、
利
害
関
係
な
き
者
に
よ
る
更
生
計

　
　
画
案
も
し
く
は
そ
の
報
告
書
の
提
出
（
男
注
轟
耳
⇒
房
8
ρ
U
o
・

　
　
げ
ε
お
o
尻
U
芭
旨
R
o
ω
9
α
℃
R
ω
o
昌
）

　
破
産
審
査
官
が
定
め
た
期
日
に
ま
た
は
そ
の
期
日
以
前
に
、
管
財
人
も

し
く
は
管
財
人
が
任
命
さ
れ
な
い
と
き
は
債
務
者
ま
た
は
第
七
ー
一
〇
三

条
⑥
項
に
し
た
が
い
破
産
審
査
官
が
指
名
す
る
利
害
関
係
な
き
者
は
、
破

産
審
査
官
に
、
更
生
計
画
案
ま
た
は
更
生
計
画
案
が
作
成
さ
れ
え
な
い
理

由
を
記
載
し
た
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
b
　
そ
の
他
の
者
に
よ
る
更
生
計
画
案
ま
た
は
報
告
書
の
提
出
（
ω
矯

　
　
0
9
①
お
）

　
債
務
者
、
債
権
者
、
株
主
、
債
権
者
委
員
会
も
し
く
は
株
主
委
員
会
、

ま
た
は
、
歯
型
証
書
受
託
者
は
、
更
生
計
画
案
の
提
出
に
関
す
る
本
条
＠

項
に
し
た
が
い
破
産
審
査
官
が
定
め
た
期
日
以
前
に
お
い
て
い
つ
で
も
、

破
産
審
査
官
に
、
更
生
計
画
案
ま
た
は
更
生
計
画
案
が
作
成
さ
れ
え
な
い

八
九
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理
由
を
記
載
し
た
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
－
三
〇
五
条
　
更
生
計
画
案
の
修
正
（
竃
o
象
曽
蝕
呂
）

　
a
　
更
生
計
画
の
実
行
が
実
質
的
に
完
了
す
る
以
前
の
修
正
（
零
一
需

　
　
8
ω
ρ
ぴ
ω
冨
ロ
瓢
巴
O
o
拐
∈
β
導
緯
一
〇
昌
）

　
更
生
計
画
案
は
、
そ
の
承
認
ま
た
は
法
定
多
数
に
よ
る
更
生
計
画
案
の

受
諾
の
前
に
お
い
て
い
つ
で
も
、
そ
の
更
生
計
画
案
を
提
出
し
た
者
に
よ

り
修
正
さ
れ
う
る
。
更
生
計
画
案
が
承
認
さ
れ
ま
た
は
法
定
多
数
に
よ
り

受
諾
さ
れ
た
後
に
お
い
て
は
、
利
害
関
係
人
は
破
産
審
査
官
が
許
可
す
る

限
り
に
お
い
て
、
更
生
計
画
案
の
修
正
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
破

産
審
査
官
は
、
そ
の
更
生
計
画
案
の
修
正
が
書
面
に
よ
り
更
生
計
画
案
を

受
諾
し
な
か
っ
た
債
権
者
ま
た
は
株
主
の
権
利
に
実
質
的
か
つ
不
利
益
に

影
響
を
及
ぼ
す
と
決
定
す
る
と
き
は
、
適
用
あ
る
限
り
に
お
い
て
第
七
－

三
〇
六
条
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
更
生
計
画
案
の
修
正
に
つ
い
て
は

法
定
多
数
の
受
諾
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
b
　
更
生
計
画
の
実
行
が
実
質
的
に
完
了
し
た
後
に
お
け
る
修
正

　
　
（
》
津
R
ω
仁
ぴ
ω
蜜
9
一
巴
O
o
拐
ロ
ヨ
ヨ
緯
凶
○
昌
）

（
1
）
　
更
生
計
画
の
実
行
が
実
質
的
に
完
了
し
た
後
に
お
い
て
は
、
破
産

　
審
査
官
が
提
案
さ
れ
た
更
生
計
画
案
の
修
正
が
債
権
者
ま
た
は
株
主
に

　
実
質
的
か
つ
不
利
益
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
決
定
す
る
と
き
は
、
更
生
計

　
画
は
修
正
さ
れ
え
な
い
。
た
だ
し
、
更
生
計
画
の
確
認
が
第
七
－
三
一

一
九
〇

　
三
条
に
も
と
づ
き
詐
欺
（
協
篤
且
）
に
よ
り
取
消
さ
れ
、
そ
の
際
に
、

本
条
＠
項
後
段
に
定
め
る
手
続
が
更
生
計
画
の
修
正
に
つ
い
て
お
こ
な

　
わ
れ
た
と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
2
）
　
利
害
関
係
人
の
申
請
に
も
と
づ
き
、
か
つ
、
管
財
人
、
債
務
者
お

　
よ
び
破
産
審
査
官
が
定
め
る
そ
の
他
の
者
に
通
知
し
た
後
に
お
い
て
、

破
産
審
査
官
は
、
更
生
計
画
の
実
行
が
完
了
し
ま
た
は
実
質
的
に
完
了

　
し
た
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
ー
三
〇
六
条
　
更
生
計
画
案
の
承
認
・
更
生
計
画
案
お
よ
び
そ
れ
に

関
す
る
情
報
の
送
付
（
》
唇
8
＜
巴
9
国
き
旧
↓
話
p
の
且
裟
自
9
国
き

”
且
園
①
一
奉
旨
一
駄
o
『
ヨ
象
一
g
。
）

　
a
　
更
生
計
画
案
の
裁
判
所
へ
の
提
出
と
審
問
（
蜀
ま
凝
＆
昏
9
①

　
　
O
o
ロ
辞
鋤
昌
α
缶
o
醇
ぎ
㎎
）

　
更
生
計
画
案
の
提
出
期
間
が
経
過
し
た
後
す
み
や
か
に
、
破
産
審
査
官

は
、
大
衆
が
保
有
す
る
証
券
（
2
呂
。
ξ
富
匡
ω
8
ξ
置
窃
）
に
実
質
的

か
つ
不
利
益
に
影
響
を
及
ぼ
す
す
べ
て
の
更
生
計
画
案
お
よ
び
そ
の
修
正

案
を
裁
判
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
裁
判
所
は
、
提
出
さ
れ
た
更

生
計
画
案
お
よ
び
そ
の
修
正
案
の
承
認
に
関
す
る
審
問
期
日
を
定
め
な
け

れ
ぽ
な
ら
ず
、
破
産
審
査
官
は
、
第
七
－
一
〇
七
条
＠
項
（
3
）
に
し
た
が

い
審
問
期
日
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
b
　
破
産
審
査
官
の
報
告
（
菊
8
0
旨
9
》
α
巨
艮
ω
q
暮
O
円
）



　
更
生
計
画
案
お
よ
び
そ
の
修
正
案
の
審
問
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
期
日

前
に
お
い
て
、
破
産
審
査
官
は
、
本
条
⑥
項
に
し
た
が
い
提
出
さ
れ
た
更

生
計
画
案
お
よ
び
そ
の
修
正
案
に
関
す
る
勧
告
書
（
＆
≦
8
曼
話
2
誹
）

お
よ
び
そ
れ
ら
の
概
要
書
（
ω
ロ
日
ヨ
四
還
）
を
裁
判
所
に
提
出
し
な
け
れ
ぽ

　
　
（
2
2
）

な
ら
な
い
。

　
c
　
更
生
計
画
案
お
よ
び
そ
の
修
正
案
の
承
認
（
＞
宕
8
惹
一
）

　
裁
判
所
は
、
第
七
－
三
〇
三
条
お
よ
び
第
七
i
一
三
〇
条
⑥
項
の
要
件

に
適
合
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
更
生
計
画
案
お
よ
び
そ
の
修
正
案
を
承
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
4
　
利
害
関
係
人
へ
の
情
報
の
送
付
（
↓
轟
房
邑
ω
巴
8
9
一
旨
窪
ヨ
・

　
　
讐
凶
o
昌
8
℃
震
菖
①
ω
ぎ
H
暮
o
吐
o
ω
け
）

　
一
個
ま
た
は
数
個
の
更
生
計
画
案
お
よ
び
そ
の
修
正
案
が
承
認
さ
れ
た

後
に
お
い
て
、
破
産
審
査
官
は
、
更
生
計
画
案
を
受
諾
し
ま
た
は
拒
絶
す

る
資
格
を
有
す
る
す
べ
て
の
債
権
者
お
よ
び
株
主
に
対
し
、
そ
の
受
諾
ま

た
は
拒
絶
の
方
式
お
よ
び
そ
れ
に
関
す
る
指
示
書
（
冒
馨
讐
9
δ
霧
）
を
送

付
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
ず
、
管
財
人
、
債
務
者
、
債
権
者
委
員
会
、
株
主
委

員
会
、
債
権
者
、
歯
型
証
書
受
託
者
、
株
主
、
債
務
者
た
る
公
益
事
業
会

社
を
管
轄
す
る
規
制
委
員
会
お
よ
び
情
報
の
送
付
を
も
と
め
る
そ
の
他
の

利
害
関
係
人
に
対
し
て
、
（
1
）
破
産
審
査
官
が
作
成
し
た
、
承
認
さ
れ
た
す

べ
て
の
更
生
計
画
案
お
よ
び
そ
の
修
正
案
の
謄
本
ま
た
は
概
要
書
、
（
2
）

更
生
計
画
案
ま
た
は
そ
の
修
正
案
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
す
べ
て
の
意
見

ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
（
二
）

書
の
謄
本
、
（
2
）
破
産
審
査
官
の
す
べ
て
の
報
告
書
の
謄
本
ま
た
は
概
要

要
、
お
よ
び
、
（
4
）
裁
判
所
が
命
ず
る
そ
の
他
の
書
類
を
送
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
七
ー
三
〇
七
条
　
大
衆
が
保
有
す
る
証
券
に
影
響
し
な
い
更
生
計
画
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
23
）

ま
た
は
そ
の
修
正
案
の
送
付
（
↓
声
房
巳
釜
8
9
国
き
o
『
竃
o
象

節
8
什
一
8
乞
g
》
矯
8
識
凝
り
さ
膏
帯
国
①
匡
ω
8
縄
N
置
Φ
ω
）

　
更
生
計
画
案
の
提
出
期
間
が
経
過
し
た
後
可
及
的
す
み
や
か
に
、
破
産

審
査
官
は
、
更
生
計
画
案
を
受
諾
し
ま
た
は
拒
絶
す
る
資
格
を
有
す
る
す

べ
て
の
債
権
者
お
よ
び
株
主
に
対
し
、
そ
の
受
諾
ま
た
は
拒
絶
の
方
式
お

よ
び
指
示
書
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
管
財
人
、
債
務
者
、
債
権
者

委
員
会
、
株
主
委
員
会
、
債
権
者
、
歯
型
証
書
受
託
者
、
株
主
、
債
務
者

た
る
公
益
事
業
会
社
を
管
轄
す
る
規
制
委
員
会
、
お
よ
び
、
情
報
の
送
付

を
も
と
め
る
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
に
対
し
て
は
、
破
産
審
査
官
に
提
出

さ
れ
た
大
衆
が
保
有
す
る
証
券
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
更
生
計
画
案
お
よ

び
そ
の
修
正
案
の
破
産
審
査
官
が
作
成
し
た
謄
本
ま
た
は
概
要
書
、
な
ら

び
に
、
破
産
審
査
官
が
作
成
す
る
そ
れ
ら
の
分
析
書
の
謄
本
を
送
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
ー
三
〇
八
条
　
更
生
計
画
案
の
受
諾
懇
請
に
関
す
る
規
制
（
寄
讐
一
－

讐
一
〇
p
o
暁
oD
o
一
陣
9
一
冨
二
〇
ロ
o
胤
》
8
8
鼠
昌
8
ω
）

一
九
一
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い
か
な
る
者
も
、
破
産
審
査
官
の
同
意
な
く
し
て
は
、
大
衆
が
保
有
す

る
証
券
に
影
響
を
及
ぼ
す
更
生
計
画
案
ま
た
は
そ
の
修
正
案
に
つ
い
て
、

か
か
る
更
生
計
画
案
ま
た
は
そ
の
修
正
案
が
承
認
さ
れ
か
つ
そ
れ
ら
が
債

権
者
お
よ
び
株
主
に
送
付
さ
れ
る
ま
で
は
、
委
任
状
、
寄
託
証
書
、
代
理

権
付
与
も
し
く
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
ま
た
は
、
公
益
に
適
合
す
る

と
い
う
意
味
に
お
け
る
証
券
保
有
者
保
護
の
た
め
に
破
産
審
査
官
が
定
め

る
受
諾
懇
請
を
規
制
す
る
規
則
に
違
反
し
て
、
条
件
付
ま
た
は
無
条
件
の

受
諾
も
し
く
は
拒
絶
を
懇
請
し
て
は
な
ら
な
い
。
破
産
審
査
官
は
、
本
条

ま
た
は
破
産
審
査
官
が
定
め
る
規
則
に
違
反
す
る
懇
請
に
よ
り
ま
た
は
本

法
の
趣
旨
に
矛
盾
す
る
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
得
ら
れ
た
、
受
諾
ま
た
は

拒
絶
を
無
効
に
す
る
（
ぎ
毒
ま
魯
o
）
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
ー
三
〇
九
条
　
更
生
計
画
案
の
受
諾
（
》
8
Φ
讐
§
8
）

　
a
　
更
生
計
画
案
お
よ
び
そ
の
修
正
案
を
受
諾
ま
た
は
拒
絶
し
う
る

　
　
者
・
受
諾
ま
た
は
拒
絶
の
期
間
（
℃
R
ω
o
霧
ミ
ぎ
冨
錯
卜
8
0
暮

　
　
o
円
勾
ε
8
什
国
霧
僧
ロ
q
】
≦
o
＆
ゆ
8
寓
o
ロ
碧
↓
一
ヨ
①
》
＝
o
妻
包
）

　
そ
の
有
す
る
債
権
ま
た
は
株
式
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
債
権
者
ま
た
は

株
主
が
存
在
し
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
実
質
的
か
つ
不
利
益
に
影
響
を
う

け
な
い
債
権
者
ま
た
は
株
主
が
存
在
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
第
七
ー
一

〇
三
条
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
も
し
く
は
請
求
権
の
証

拠
を
届
出
た
る
債
権
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
請
求
権
に
つ
き
争
い
が
な
く
、

一
九
二

額
と
責
任
が
確
定
さ
れ
て
い
る
債
権
者
、
第
七
－
三
〇
六
条
⑥
項
ま
た
は

第
七
ー
三
〇
七
条
に
よ
る
情
報
が
送
付
さ
れ
る
時
に
お
い
て
登
録
さ
れ
て

い
る
証
券
保
有
者
、
ま
た
は
、
株
式
の
証
拠
を
届
出
た
株
主
は
、
破
産
審

査
官
が
定
め
る
期
間
内
に
一
個
ま
た
は
数
個
の
更
生
計
画
案
お
よ
び
そ
の

修
正
案
を
、
受
諾
ま
た
は
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
請
求
権
の
証
拠
を

届
出
た
歯
型
証
書
受
託
者
は
、
授
権
あ
る
と
き
に
限
り
、
そ
の
歯
型
証
書

受
託
者
が
代
理
す
る
証
券
保
有
者
の
た
め
に
一
個
も
し
く
は
数
個
の
更
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

計
画
案
ま
た
は
そ
の
修
正
案
を
受
諾
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
b
　
共
同
債
務
者
（
O
o
留
算
a
）

　
第
四
－
四
〇
一
条
㈲
項
に
よ
り
請
求
権
を
届
出
た
者
は
、
債
権
者
が
定

め
ら
れ
た
期
間
内
に
そ
の
請
求
権
の
証
拠
を
屈
出
、
ま
た
は
、
自
己
の
た

め
に
活
動
を
な
し
も
し
く
は
自
己
の
た
め
に
そ
の
他
の
活
動
を
な
す
旨
の

通
知
書
を
破
産
審
査
官
に
提
出
し
た
と
き
は
、
更
生
計
画
案
を
受
諾
ま
た

は
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
c
　
更
生
計
画
案
の
受
諾
も
し
く
は
拒
絶
の
変
更
ま
た
は
撤
回
（
O
富
・

　
　
　
　
昌
ひ
Q
Φ
o
増
妻
一
9
9
糟
妻
巴
）

　
破
産
審
査
官
が
定
め
る
更
生
計
画
案
の
受
諾
ま
た
は
拒
絶
が
許
さ
れ
る

期
間
内
に
、
破
産
審
査
官
は
、
更
生
計
画
案
の
受
諾
も
し
く
は
拒
絶
の
変

更
ま
た
は
撤
回
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
数
個
の
更
生
計
画
案
ま
た

は
修
正
案
が
送
付
さ
れ
る
と
き
は
、
受
諾
ま
た
は
拒
絶
は
、
一
つ
も
し
く

は
数
個
に
つ
い
て
な
さ
れ
、
受
諾
さ
れ
た
更
生
計
画
案
ま
た
は
そ
の
修
正



案
が
数
個
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
間
で
受
諾
す
る
順
位
を
付
す
こ
と
が

で
き
る
。

　
d
　
一
部
担
保
の
付
さ
れ
て
い
る
請
求
権
を
有
す
る
債
権
者
に
よ
る
更

　
　
生
計
画
案
の
受
諾
ま
た
は
拒
絶
（
》
8
0
導
き
8
震
寄
甘
＆
目
専

　
　
評
旨
芭
蔓
ω
8
畦
a
g
o
＆
8
『
）

　
一
部
を
担
保
の
付
さ
れ
た
債
権
と
し
て
一
部
を
無
担
保
債
権
と
し
て
許

可
さ
れ
た
請
求
権
を
有
す
る
債
権
者
は
、
そ
の
両
債
権
を
処
理
す
る
一
個

ま
た
は
数
個
の
更
生
計
画
案
を
、
担
保
権
者
お
よ
び
無
担
保
債
権
者
双
方

の
資
格
に
お
い
て
、
受
諾
ま
た
は
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
e
　
更
生
計
画
案
の
受
諾
ま
た
は
拒
絶
の
失
効
（
9
呂
轟
ま
8
ぎ
ロ

　
　
o
協
》
8
0
導
き
8
0
『
国
①
一
〇
〇
寓
8
）

　
更
生
計
画
案
受
諾
の
法
定
多
数
を
決
定
す
る
関
係
に
お
い
て
、
裁
判
所

は
、
受
諾
ま
た
は
拒
絶
が
善
意
で
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
更
生

計
画
案
も
し
く
は
そ
の
修
正
案
の
受
諾
ま
た
は
拒
絶
を
失
効
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
f
　
更
生
計
画
案
の
修
正
案
を
拒
絶
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
場
合
の
効
果

　
　
（
国
庸
①
9
9
男
巴
一
g
o
8
閑
ε
0
9
曽
寓
o
山
S
8
鼠
o
ロ
）

　
更
生
計
画
案
を
受
諾
し
た
が
、
破
産
審
査
官
が
定
め
る
期
間
内
に
そ
の

更
生
計
画
案
の
修
正
案
に
つ
い
て
拒
絶
す
る
旨
の
書
面
を
提
出
し
な
か
っ

た
債
権
者
ま
た
は
株
主
は
、
そ
の
修
正
案
を
受
諾
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
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正
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第
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（
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）

第
七
－
三
網
O
条
　
更
生
計
画
の
確
認
（
0
8
響
B
蝕
8
）

　
a
　
供
託
（
U
8
8
δ

　
更
生
計
画
案
ま
た
は
本
章
の
規
定
に
し
た
が
い
現
金
で
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
す
べ
て
の
弁
済
を
な
す
に
足
る
金
銭
は
、
更
生
計
画
案
の
受
諾
の

と
き
か
ら
更
生
計
画
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
破
産
審
査
官
が
定
め
る

方
法
に
よ
り
供
託
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
b
　
更
生
計
画
の
確
認
に
対
す
る
異
議
（
0
9
8
ぎ
糞
o
O
8
騨
学

　
　
簿
一
8
）

　
破
産
審
査
官
ま
た
は
利
害
関
係
人
は
、
更
生
計
画
の
確
認
に
対
し
て
異

議
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
七
－
三
〇
六
条
に
よ
り
更

生
計
画
案
が
承
認
さ
れ
た
と
き
は
、
更
生
計
画
案
の
承
認
に
対
し
て
な
し

え
た
で
あ
ろ
う
異
議
の
申
立
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
異
議
の
申
立
書
は

裁
判
所
に
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
更
生
計
画
の
確
認
に
関

す
る
審
問
期
日
前
に
お
い
て
は
い
つ
で
も
ま
た
は
破
産
審
査
官
が
定
め
る

そ
れ
よ
り
早
い
期
日
前
い
つ
で
も
、
更
生
計
画
を
提
案
し
た
者
、
管
財
人
、

債
務
者
、
破
産
審
査
官
お
よ
び
破
産
審
査
官
が
選
定
す
る
そ
の
他
の
者
に

送
達
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
c
　
審
問
期
日
（
国
臼
二
轟
）

　
更
生
計
画
案
お
よ
び
そ
の
修
正
案
を
受
諾
ま
た
は
拒
絶
し
う
る
期
間
が

経
過
し
た
後
に
お
い
て
す
み
や
か
に
、
破
産
審
査
官
は
、
法
定
多
数
に
よ

り
受
諾
さ
れ
か
つ
大
衆
が
保
有
す
る
証
券
に
実
質
的
か
つ
不
利
益
に
影
響

一
九
三
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を
及
ぼ
さ
な
い
更
生
計
画
案
ま
た
は
そ
の
修
正
案
を
裁
判
所
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
破
産
審
査
官
は
、
大
衆
が
保
有
す
る
証
券
に
実

質
的
か
つ
不
利
益
に
影
響
を
及
ぽ
す
更
生
計
画
案
ま
た
は
そ
の
修
正
案
の

法
定
多
数
の
受
諾
に
つ
い
て
、
裁
判
所
に
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
後
に
お
け
る
相
当
な
時
期
に
、
裁
判
所
は
、
更
生
計
画
お
よ
び

そ
の
修
正
案
の
確
認
に
関
す
る
審
問
期
日
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

数
個
の
更
生
計
画
案
ま
た
は
そ
の
修
正
案
に
つ
い
て
法
定
多
数
の
受
諾
が

あ
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
そ
の
内
い
ず
れ
の
更
生
計
画
が
確
認
さ
れ
る

べ
き
か
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
債
権
者
お
よ
び
株
主
が
指
示
す
る
更
生

計
画
案
ま
た
は
修
正
案
の
受
諾
の
順
位
（
凛
臥
角
聲
8
ω
）
を
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
更
生
計
画
の
確
認
（
O
自
嘗
日
畳
目
）

　
裁
判
所
は
、
次
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
更
生
計
画
を
確
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
1
）
　
更
生
計
画
が
、
実
質
的
か
つ
不
利
益
に
影
響
を
う
け
る
そ
れ
ぞ
れ

　
の
組
の
更
生
計
画
案
を
受
諾
ま
た
は
拒
絶
し
た
債
権
者
の
う
ち
請
求
権

　
額
の
過
半
を
有
す
る
債
権
者
に
よ
っ
て
受
諾
さ
れ
、
か
つ
、
債
務
者
が

　
支
払
不
能
で
な
い
と
き
は
、
実
質
的
か
つ
不
利
益
に
影
響
を
う
け
る
そ

　
れ
ぞ
れ
の
組
の
更
生
計
画
案
を
受
諾
ま
た
は
拒
絶
し
た
株
主
の
数
に
お

　
い
て
過
半
数
に
よ
っ
て
受
諾
さ
れ
て
い
る
場
合
。
た
だ
し
、
法
定
多
数

　
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
第
七
－
三
〇
三
条
（
7
）
ま
た
は
（
8
）
に

一
九
四

　
よ
り
定
め
ら
れ
る
債
権
者
お
よ
び
株
主
を
除
く
。

（
2
）
　
裁
判
所
が
つ
ぎ
の
こ
と
を
認
定
し
、
ま
た
は
更
生
計
画
案
の
承
認

　
に
あ
た
り
つ
ぎ
の
こ
と
を
認
定
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
。
㈹
本
章
の
規

定
に
適
合
し
、
更
生
計
画
が
実
行
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
債
務
者
も
し

　
く
は
更
生
計
画
に
よ
る
承
継
人
に
よ
る
財
産
の
清
算
（
言
鼠
鼠
証
8
）

が
お
こ
な
わ
れ
る
見
込
み
ま
た
は
さ
ら
な
る
財
務
構
成
の
変
更
の
必
要

　
性
が
な
い
こ
と
、
⑧
第
七
－
三
〇
三
条
（
3
）
お
よ
び
（
4
）
な
ら
び

　
に
そ
れ
に
も
と
づ
く
裁
判
所
の
認
定
に
し
た
が
い
、
更
生
計
画
が
そ
の

　
基
準
と
す
る
財
産
評
価
の
相
当
な
る
基
礎
が
存
在
し
、
か
つ
、
更
生
計

　
画
に
も
と
づ
い
て
発
行
さ
れ
る
証
券
お
よ
び
配
当
さ
れ
る
そ
の
他
の
約

　
因
（
8
誘
箆
段
蝕
畠
）
が
債
務
者
ま
た
は
債
務
者
財
産
中
の
そ
れ
ぞ
れ

　
の
持
分
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
債
権
者
お
よ
び
株
主
に
充
分
な
補
償
を

　
な
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
相
当
な
見
込
み
が
存
在
す
る
と
い
う
意
味
に
お

　
い
て
、
更
生
計
画
が
公
正
か
つ
衡
平
（
甘
狩
四
且
8
鼠
貫
亘
o
）
で
あ

　
　
（
2
6
）

　
る
こ
と
。
更
生
計
画
が
大
衆
証
券
保
有
者
の
請
求
権
ま
た
は
持
分
に
実

質
的
か
つ
不
利
益
に
影
響
し
な
い
場
合
お
よ
び
権
利
変
更
に
つ
い
て
充

　
分
な
開
示
（
注
一
一
＆
毘
o
霊
お
）
が
あ
っ
た
後
に
実
質
的
か
つ
不
利
益

　
に
影
響
を
う
け
る
す
べ
て
の
債
権
者
お
よ
び
す
べ
て
の
株
主
に
よ
っ
て

充
分
に
熟
知
の
上
か
つ
任
意
に
更
生
計
画
が
受
諾
さ
れ
た
と
裁
判
所
が

　
認
定
す
る
場
合
は
、
裁
判
所
は
、
⑧
に
定
め
る
認
定
を
す
る
こ
と
を
要

　
　
（
2
7
）

　
し
な
い
。
◎
更
生
計
画
の
提
案
お
よ
び
そ
の
受
諾
が
善
意
で
な
さ
れ
か



つ
法
が
禁
止
す
る
手
段
、
約
束
ま
た
は
行
為
に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
、
⑨
当
該
事
件
も
し
く
は
更
生
計
画
に
お
い
て
生
じ
ま
た
は
そ

れ
ら
に
関
連
す
る
役
務
、
費
用
お
よ
び
支
出
な
ら
び
に
資
本
構
成
の
変

更
に
付
随
す
る
役
務
、
費
用
お
よ
び
支
出
に
つ
い
て
、
債
務
者
ま
た
は

更
生
計
画
に
し
た
が
い
証
券
を
発
行
し
財
産
を
取
得
す
る
会
社
も
し
く

は
そ
の
他
の
者
が
な
し
ま
た
は
約
束
す
る
す
べ
て
の
弁
済
が
裁
判
所
に

対
し
て
充
分
に
開
示
さ
れ
、
か
つ
、
相
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

か
か
る
弁
済
が
更
生
計
画
の
確
認
後
に
確
定
さ
れ
う
る
と
き
は
、
か
か

る
す
べ
て
の
弁
済
は
、
裁
判
所
の
承
認
を
う
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
。
⑭

更
生
計
画
の
実
行
が
完
了
す
る
と
き
に
お
い
て
、
取
締
役
も
し
く
は
役

員
ま
た
は
議
決
権
受
託
者
と
な
る
べ
き
者
の
身
上
（
箆
o
暮
凶
な
）
、
資
格
、

お
よ
び
諸
関
係
（
鋒
旨
§
δ
霧
）
が
充
分
に
開
示
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ

び
、
そ
れ
ら
の
者
の
役
職
へ
の
就
任
ま
た
は
役
職
の
継
続
が
、
衡
平
で

あ
り
、
債
権
者
お
よ
び
株
主
の
利
益
に
適
合
し
、
か
つ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

・
ポ
リ
シ
ー
に
反
し
な
い
こ
と
、
⑨
債
務
者
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す

る
規
制
委
員
会
が
、
更
生
計
画
に
定
め
ら
れ
た
声
帯
o
冨
話
o
を
承

認
し
た
こ
と
、
ま
た
は
、
か
か
る
声
8
0
冨
鑛
①
に
つ
い
て
規
制
委

員
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
。

　
a
　
更
生
計
画
の
条
項
の
拘
束
力
（
霞
○
〈
芭
o
拐
9
空
き
ω
ぎ
α
一
凝
）

　
確
認
さ
れ
た
更
生
計
画
の
条
項
は
、
債
務
者
、
更
生
計
画
に
し
た
が
い

証
券
を
発
行
し
ま
た
は
財
産
を
取
得
す
る
す
べ
て
の
会
社
、
な
ら
び
に
、

更
生
計
画
に
よ
り
実
質
的
か
つ
不
利
益
に
影
響
さ
れ
る
と
否
と
を
問
わ
ず

ま
た
更
生
計
画
を
受
諾
し
た
と
否
と
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
債
権
者
お
よ
び

株
主
を
拘
束
す
る
。

　
b
　
請
求
権
お
よ
び
持
分
の
引
当
て
と
な
ら
な
い
財
産
（
霞
8
R
蔓

　
　
宰
8
0
h
Ω
巴
き
ω
き
α
一
旨
o
お
ω
什
ω
．
）

　
更
生
計
画
に
よ
り
処
理
さ
れ
た
財
産
は
、
債
務
者
、
債
権
者
お
よ
び
株

主
の
す
べ
て
の
請
求
権
お
よ
び
持
分
か
ら
自
由
で
負
担
の
な
い
も
の
と
な

る
。
た
だ
し
、
更
生
計
画
ま
た
は
更
生
計
画
確
認
命
令
に
別
段
の
定
め
あ

る
と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
c
　
免
責
（
U
凶
の
o
富
茜
Φ
）

　
更
生
計
画
の
確
認
は
、
株
主
の
す
べ
て
の
権
利
お
よ
び
持
分
を
、
更
生

計
画
ま
た
は
更
生
計
画
確
認
命
令
に
定
め
ら
れ
た
も
の
を
除
き
、
消
滅

（
叶
R
ヨ
一
轟
＄
）
せ
し
め
、
か
つ
、
第
四
i
五
〇
六
条
に
ょ
り
免
責
さ
れ
な

　
　
　
　
　
（
2
8
）

い
も
の
を
除
ぎ
、
債
務
者
に
対
す
る
す
べ
て
の
請
求
権
を
消
滅
せ
し
め

る
。

第
七
－
三
隅

畳
8
）

隅
条
　
更
生
計
画
確
認
の
効
果
（
国
瀞
9
9
0
8
費
学

第
七
ー
一
－
＝
二
条

】
≦
四
け
3
お
）

更
生
計
画
確
認
後
の
事
項
（
℃
8
“
0
8
酔
B
畳
8

ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
（
二
）

一
九
五



ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
（
二
）

　
a
　
更
生
計
画
の
実
行
（
O
霞
q
一
凝
0
5
島
o
謹
き
）

　
債
務
者
お
よ
び
更
生
計
画
を
実
行
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
ま
た
は
将
来

に
お
い
て
設
立
さ
れ
る
べ
き
会
社
は
、
更
生
計
画
の
条
項
お
よ
び
こ
れ
に

関
連
す
る
裁
判
所
の
す
べ
て
の
命
令
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
公
益

事
業
会
社
た
る
債
務
者
が
蚕
富
昌
目
鵯
に
つ
い
て
規
制
機
関
の
同
意

を
得
る
こ
と
を
含
む
更
生
計
画
を
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な
す
べ
て
の
行

為
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
務
者
お
よ
び
更
生
計
画
を
実
行
す
る
目

的
で
設
立
さ
れ
る
会
社
は
、
更
生
計
画
お
よ
び
裁
判
所
の
命
令
を
実
行
す

る
た
め
に
必
要
な
す
べ
て
の
行
為
を
な
す
充
分
な
権
能
と
権
限
（
宕
妻
R

㊤
巳
帥
暮
『
a
受
）
を
有
す
る
。
こ
れ
に
反
す
る
法
律
、
判
決
、
ま
た
は

州
も
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
規
制
機
関
の
規
制
は
、
か
か
る
権
能
お
よ

び
権
限
を
行
使
す
る
関
係
に
お
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
債
務

者
が
公
益
事
業
会
社
で
あ
る
と
き
は
、
債
務
老
ま
た
は
そ
の
財
産
を
譲
り

受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
が
嵩
3
畠
目
鵯
に
つ
い
て
債
務
者
を
管
轄

す
る
規
制
機
関
の
同
意
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
b
　
配
当
（
9
ω
鼠
び
暮
δ
ロ
）

　
本
条
◎
項
に
し
た
が
い
、
配
当
は
、
更
生
計
画
の
条
項
に
照
し
て
、
ω

請
求
権
の
届
出
を
な
し
許
可
さ
れ
た
歯
型
証
書
受
託
者
、
③
㈹
請
求
権
の

証
拠
の
届
出
を
な
し
許
可
さ
れ
た
債
権
者
ま
た
は
⑧
請
求
権
が
債
権
者
表

に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
請
求
権
が
額
お
よ
び
責
任
に
つ
い
て
確
定
さ

れ
か
つ
争
い
が
な
い
債
権
者
、
な
ら
び
に
、
⑥
㈹
そ
の
持
分
に
つ
い
て
の

一
九
六

証
拠
が
許
可
さ
れ
た
株
主
、
ま
た
は
⑧
そ
の
持
分
が
株
主
名
簿
に
記
載
さ

れ
た
株
主
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
許
可
さ
れ
な
か

っ
た
請
求
権
ま
た
は
株
式
を
有
す
る
証
券
保
有
者
で
あ
っ
て
、
更
生
計
画

確
認
命
令
が
確
定
し
た
と
き
に
お
い
て
記
録
さ
れ
て
い
る
（
9
お
8
鼠
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

証
券
保
有
者
に
対
し
て
も
配
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
C
　
証
券
の
引
渡
（
ω
自
3
巳
R
9
ω
9
畦
庄
窃
）

　
更
生
計
画
が
、
更
生
計
画
に
し
た
が
う
配
当
参
加
の
条
件
と
し
て
証
券

の
提
示
も
し
く
は
引
渡
し
ま
た
は
そ
の
他
の
行
為
を
な
す
こ
と
を
要
求
す

る
と
き
は
、
か
か
る
行
為
は
、
更
生
計
画
の
確
認
後
五
年
を
超
え
な
い
期

間
内
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
期
間
内
に
そ
の
有
す
る
証

券
を
提
示
せ
ず
も
し
く
は
引
渡
さ
ず
ま
た
は
そ
の
他
の
行
為
を
し
な
か
っ

た
者
は
、
更
生
計
画
に
し
た
が
う
配
当
に
参
加
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
d
　
証
書
の
作
成
（
国
蓉
0
5
一
S
9
巨
曾
毎
ヨ
①
旨
ω
）

　
破
産
審
査
官
は
、
債
務
者
お
よ
び
そ
の
他
の
必
要
な
利
害
関
係
人
が
、

確
認
さ
れ
た
更
生
計
画
が
処
理
す
る
財
産
の
移
転
を
な
す
た
め
に
必
要
な

証
書
を
作
成
お
よ
び
交
付
し
ま
た
は
証
書
の
作
成
お
よ
び
交
付
に
参
加
す

る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
破
産
審
査
官
が
更
生
計
画
の
実

行
を
完
了
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
決
定
し
た
と
こ
ろ
に
し
た
が
い
、

リ
ー
ン
の
満
足
を
含
む
そ
の
他
の
行
為
を
な
す
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。



第
七
－
三
＝
二
条
更
生
計
画
確
認
命
令
の
取
消
（
ω
Φ
窪
凝
》
ω
箆
。

O
巳
R
g
O
o
ロ
ゆ
『
日
暮
一
〇
昌
）

　
更
生
計
画
の
確
認
命
令
が
な
さ
れ
て
か
ら
六
ヶ
月
以
内
に
お
い
て
い
つ

で
も
、
破
産
審
査
官
ま
た
は
利
害
関
係
人
の
申
請
に
も
と
づ
き
、
裁
判
所

は
、
更
生
計
画
の
確
認
が
詐
欺
に
よ
り
得
ら
れ
た
と
き
は
、
更
生
計
画
の

確
認
命
令
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
詐
欺
を
理
由
と
す
る
更
生
計
画
確

認
命
令
の
取
消
命
令
は
、
更
生
計
画
確
認
命
令
を
善
意
で
信
頼
し
て
権
利

を
取
得
し
た
者
を
保
護
す
る
た
め
の
必
要
な
定
め
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
七
1
一
一
＝
四
条
　
証
券
登
録
お
よ
び
免
許
法
の
適
用
除
外
（
国
蓉
日
－

宮
一
8
ヰ
o
ヨ
ω
①
窪
二
け
一
〇
の
寄
牲
の
霞
簿
一
〇
β
琶
α
U
一
8
ロ
巴
轟
蜜
誘
）

　
証
券
の
登
録
ま
た
は
証
券
発
行
者
の
登
録
も
し
く
は
免
許
の
取
得
を
要

求
す
る
法
律
の
規
定
は
、
（
1
）
本
法
の
下
に
お
い
て
破
産
審
査
官
ま
た
は

裁
判
所
が
承
認
し
た
取
引
に
お
い
て
管
財
人
ま
た
は
債
務
者
が
な
す
証
券

の
発
行
、
（
2
）
債
務
者
の
証
券
も
し
く
は
許
可
さ
れ
た
請
求
権
と
交
換
に

更
生
計
画
に
し
た
が
い
な
さ
れ
る
証
券
の
発
行
、
一
部
に
お
い
て
債
務
者

の
証
券
も
し
く
は
許
可
さ
れ
た
請
求
権
と
一
部
に
お
い
て
現
金
も
し
く
は

財
産
と
交
換
に
更
生
計
画
に
し
た
が
い
な
さ
れ
る
証
券
の
発
行
、
ま
た

は
、
引
受
権
も
し
く
は
発
行
さ
れ
た
転
換
株
式
の
転
換
権
の
行
使
に
も
と

づ
く
証
券
の
発
行
、
（
3
）
本
条
（
1
）
ま
た
は
（
2
）
に
し
た
が
い
発
行
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さ
れ
た
証
券
の
取
引
（
㈲
た
だ
し
更
生
計
画
に
よ
る
以
外
の
配
当
に
関
し

発
行
会
社
ま
た
は
発
行
会
社
の
従
属
会
社
も
し
く
は
支
配
的
地
位
に
あ
る

者
（
8
旨
8
臣
凝
需
お
9
）
に
よ
る
証
券
取
引
、
お
よ
び
、
⑧
本
条
㈹

の
配
当
に
お
け
る
参
加
人
た
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
（
留
巴
R
）
に
対
す
る
未
売

却
証
券
の
割
当
て
（
琶
ω
o
匡
匿
9
目
o
旨
）
の
全
部
も
し
く
は
一
部
、
ま

た
は
か
か
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
よ
る
引
受
け
を
構
成
す
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
よ

る
証
券
の
取
引
を
除
く
）
に
は
、
適
用
さ
れ
な
い
。

第
七
ー
三
閣
五
条
特
別
租
税
条
項
（
9
g
芭
↓
輿
寄
o
〈
巨
8
ω
）

　
a
　
印
紙
税
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
祖
税
の
適
用
除
外
（
国
蓉
ヨ
讐
一
8

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

　
　
坤
o
旨
ω
貫
ヨ
℃
o
N
腔
目
出
畦
↓
帥
×
Φ
の
）

　
証
券
の
発
行
、
譲
渡
も
し
く
は
取
引
、
ま
た
は
、
本
章
に
お
い
て
確
認

さ
れ
た
更
生
計
画
に
も
と
づ
く
譲
渡
証
書
の
作
成
も
し
く
は
交
付
は
、
合

衆
国
、
州
、
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
印
紙
税
も
し
く
は
そ
れ
に
類
す
る

租
税
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
は
課
税
さ
れ
な
い
。

　
b
　
負
債
調
整
の
結
果
と
し
て
の
所
得
税
の
適
用
除
外
（
国
図
①
B
冨
8

　
　
ヰ
o
箏
一
β
8
ヨ
o
↓
帥
×
①
の
器
餌
閑
8
巨
け
o
胤
》
＆
5
什
日
Φ
旨
o
馬

　
　
一
区
o
げ
言
o
ω
の
）

　
本
条
⑥
項
に
定
め
る
も
の
を
除
い
て
、
現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
ま
た
は

将
来
に
お
い
て
制
定
さ
れ
る
合
衆
国
、
州
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
法
律

に
よ
り
課
税
さ
れ
う
る
所
得
は
、
本
章
の
事
件
に
お
け
る
債
務
者
の
負
債

一
九
七
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の
調
整
に
関
し
て
は
、
本
章
の
事
件
に
お
い
て
債
務
者
の
負
債
の
全
部
ま

た
は
一
部
が
変
更
ま
た
は
廃
棄
（
ヨ
＆
庄
。
毘
自
黛
8
誇
巴
一
蝕
8
）
さ

れ
た
と
い
う
理
由
で
、
そ
れ
が
債
務
者
、
本
章
の
更
生
計
画
に
定
め
ら
れ

た
管
財
人
ま
た
は
本
章
の
更
生
計
画
を
実
行
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
た

は
利
用
さ
れ
た
会
社
に
つ
い
て
生
じ
た
も
の
と
さ
れ
ず
、
ま
た
は
、
債
務

者
、
本
章
の
更
生
計
画
に
定
め
ら
れ
た
管
財
人
ま
た
は
本
章
の
更
生
計
画

を
実
行
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
た
は
利
用
さ
れ
た
会
社
に
よ
っ
て
実
現

さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
更
生
計
画
の
確
認
後
に
終
了
す
る

課
税
年
度
（
富
惹
露
①
需
ユ
a
）
に
お
け
る
連
邦
所
得
税
額
を
確
定
す
る

に
あ
た
り
、
費
用
、
利
息
、
租
税
、
欠
損
、
減
価
償
却
費
（
号
賓
0
9
蝕
呂
）

お
よ
び
そ
の
他
の
費
目
（
詩
ヨ
の
）
な
ら
び
に
か
か
る
費
目
に
対
応
す
る

繰
越
損
失
に
つ
い
て
の
控
除
　
（
号
3
＆
8
）
は
、
か
か
る
費
目
も
し
く

は
そ
れ
ら
の
確
定
に
か
か
る
費
目
を
弁
済
す
る
債
務
、
ま
た
は
、
か
か
る

費
目
ま
た
は
費
用
を
弁
済
す
る
目
的
で
借
入
れ
た
金
銭
を
弁
済
す
る
債
務

が
本
章
の
手
続
に
お
い
て
廃
棄
ま
た
は
減
額
さ
れ
る
こ
と
を
限
度
と
し
て

許
さ
れ
な
い
。
本
項
は
、
そ
の
他
の
徴
税
機
関
に
よ
る
同
様
な
不
許
可
を

排
除
し
な
い
。

　
c
　
資
産
売
却
の
結
果
と
し
て
の
所
得
税
の
適
用
除
外
（
国
蓉
日
讐
一
8

　
　
呼
o
目
ぎ
8
日
o
↓
震
o
ω
器
”
男
o
ω
仁
＃
9
ω
巴
①
ω
o
協
》
ω
ω
g
の
）

　
事
件
の
係
属
中
に
お
い
て
か
つ
更
生
計
画
の
確
認
前
に
お
い
て
事
業
の

通
常
の
過
程
に
よ
ら
ず
に
な
さ
れ
た
資
産
の
売
却
ま
た
は
更
生
計
画
の
条

一
九
八

項
に
し
た
が
い
な
さ
れ
た
売
却
に
関
し
て
は
、
現
在
施
行
さ
れ
ま
た
は
将

来
に
お
い
て
制
定
さ
れ
る
合
衆
国
、
州
、
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
法
律

に
よ
り
所
得
に
対
し
課
税
さ
れ
ま
た
は
所
得
に
よ
り
確
定
さ
れ
る
租
税

は
、
管
財
人
、
レ
シ
ー
ヴ
ァ
ー
ま
た
は
債
務
者
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
べ

き
も
の
と
は
さ
れ
ず
、
ま
た
、
か
か
る
資
産
の
売
却
に
つ
い
て
生
じ
た
る

欠
損
を
、
管
財
人
、
レ
シ
ヴ
ァ
ー
ま
た
は
債
務
者
が
、
現
在
施
行
さ
れ
ま

た
は
将
来
に
お
い
て
制
定
さ
れ
る
右
の
法
律
の
下
に
お
け
る
損
金
と
し
て

計
上
す
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
債
務
者
が
会
社
で
あ
る
場

合
に
お
い
て
株
主
が
更
生
計
画
に
よ
り
持
分
を
留
保
す
る
と
き
、
債
務
者

が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
パ
ー
ト
ナ
ー
が
財
団
の
財

産
中
に
持
分
を
留
保
す
る
と
き
、
ま
た
は
、
債
務
者
が
自
然
人
で
あ
る
場

合
に
お
い
て
債
務
者
が
財
団
の
財
産
中
に
持
分
を
留
保
す
る
と
き
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
。
持
分
が
株
主
ま
た
は
非
法
人
た
る
債
務
者
に
よ
っ
て
留

保
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
持
分
が
事
業
の
通
常
の
過
程
に
よ
ら
ざ
る
資
産
の

売
却
に
関
し
て
所
得
に
課
税
さ
れ
ま
た
は
所
得
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
租

税
を
考
慮
す
る
こ
と
な
し
に
価
値
を
有
す
る
と
き
は
、
か
か
る
資
産
の
売

却
に
関
し
て
支
払
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
租
税
は
、
そ
の
売
却
に
関
し
て
損
金

の
許
可
に
よ
り
生
じ
た
で
あ
ろ
う
租
税
の
減
価
額
を
差
し
引
き
、
確
定
さ

れ
た
持
分
の
価
額
を
超
え
な
い
総
額
に
お
い
て
、
　
一
般
経
費
（
注
巳
甲

曾
轟
鉱
お
o
巻
9
8
）
と
し
て
許
可
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
d
　
財
産
の
課
税
基
礎
（
↓
霞
ω
器
δ
9
寄
8
雲
蔓
）



　
所
得
に
課
税
す
る
現
在
施
行
さ
れ
ま
た
は
将
来
に
お
い
て
制
定
さ
れ
る

合
衆
国
、
州
、
ま
た
は
地
方
公
共
団
の
法
律
の
適
用
の
た
め
に
金
銭
以
外

の
財
産
の
基
礎
を
確
定
す
る
に
あ
た
り
、
債
務
者
財
産
の
基
礎
ま
た
は
債

務
者
財
産
の
基
礎
の
全
部
も
し
く
は
一
部
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

者
に
移
転
さ
れ
た
財
産
の
基
礎
は
、
（
1
）
本
章
の
事
件
に
お
い
て
廃
棄
さ

れ
ま
た
は
減
額
さ
れ
た
負
債
で
、
本
条
に
お
い
て
益
金
か
ら
控
除
さ
れ
た

額
に
等
し
い
額
（
た
だ
し
、
債
務
者
が
更
生
計
画
の
実
行
が
完
了
さ
れ
る

年
度
の
課
税
所
得
と
し
て
負
債
の
廃
棄
ま
た
は
減
額
さ
れ
た
額
を
取
り
扱

う
こ
と
を
選
択
す
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
）
、
ま
た
は
、
（
2
）
負
債

が
廃
棄
ま
た
は
減
額
さ
れ
た
後
に
お
い
て
債
務
者
が
支
払
不
能
で
は
な
く

な
っ
た
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
を
減
少
せ
し
め
ら
れ
る
。
本
項
と
の
関

係
に
お
い
て
は
、
更
生
計
画
に
し
た
が
い
振
替
え
で
株
式
が
発
行
さ
れ
る

債
権
者
の
請
求
権
は
、
そ
の
株
式
が
債
務
者
の
資
産
に
お
け
る
そ
の
債
権

者
の
既
存
の
持
分
を
公
正
に
反
映
す
る
と
き
は
、
そ
の
株
式
の
価
値
が
そ

の
請
求
権
に
等
し
い
と
否
と
を
問
わ
ず
、
廃
棄
ま
た
は
減
額
さ
れ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
な
い
。
本
項
は
、
繰
越
損
失
を
含
む
か
か
る
請
求
権
に
由
来

す
る
控
除
は
本
条
⑥
項
後
文
に
し
た
が
う
不
許
可
の
対
象
と
な
る
こ
と
を

限
度
と
し
て
請
求
権
の
廃
棄
ま
た
は
減
額
に
適
用
し
な
い
。

　
e
　
債
務
者
ま
た
は
そ
の
承
継
人
に
対
す
る
微
税
（
0
9
Φ
＆
8
9

　
　
↓
凶
図
o
の
ヰ
o
導
U
o
耳
g
o
円
↓
声
霧
団
R
o
o
）

　
債
務
者
が
合
衆
国
、
州
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
に
対
し
納
付
す
る
本
法
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の
申
立
後
一
年
以
内
に
査
定
さ
れ
か
つ
本
章
の
更
生
計
画
の
確
認
前
に
お

い
て
査
定
さ
れ
な
か
っ
た
す
べ
て
の
租
税
、
お
よ
び
、
管
財
人
、
レ
シ
ー

ヴ
ァ
ー
ま
た
は
債
務
者
が
合
衆
国
、
州
、
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
に
対
し

て
債
務
者
の
事
業
の
経
営
ま
た
は
財
団
の
財
産
の
売
却
の
結
果
と
し
て
納

付
す
べ
き
す
べ
て
の
租
税
は
、
債
務
者
ま
た
は
本
章
の
更
生
計
画
を
実
行

す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
も
し
く
は
利
用
さ
れ
る
会
社
に
対
し
て
査
定
さ

れ
、
債
務
者
ま
た
は
本
章
の
更
生
計
画
を
実
行
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
も

し
く
は
利
用
さ
れ
る
会
社
か
ら
徴
税
す
る
。

　
f
　
租
税
の
回
避
（
↓
貰
》
＜
o
箆
き
8
）

　
第
七
章
事
件
の
主
た
る
目
的
が
租
税
に
か
か
わ
る
恩
恵
（
↓
貰
ω
8
①
－

律
）
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
と
き
は
、
租
税
に
か
か
わ
る
恩
恵
は
許
可
さ

れ
な
い
。

　
（
1
4
）
　
本
項
は
、
数
の
多
い
広
範
な
債
権
者
や
株
主
の
確
定
に
つ
い
て
、

　
　
破
産
審
査
官
の
側
に
お
け
る
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

　
　
る
。
⑥
項
と
と
も
に
、
原
則
と
し
て
届
出
手
続
を
廃
止
し
、
債
権
者

　
　
表
等
に
依
拠
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
ら
に
記
載
の
な
い
者
が
あ
る
場

　
　
合
を
慮
っ
て
⑥
項
で
は
、
そ
れ
ら
の
者
に
つ
い
て
の
証
拠
の
屈
出
手

　
　
続
を
規
定
す
る
。
な
お
、
わ
が
国
の
会
社
更
生
法
で
は
、
株
主
に
つ

　
　
い
て
こ
の
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
会
社
更
生

　
　
法
第
一
三
〇
条
参
照
。

　
（
1
5
）
　
第
四
ー
四
〇
五
条
お
よ
び
第
四
－
四
〇
六
条
は
、
通
常
の
清
算

一
九
九
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手
続
に
お
け
る
配
当
の
順
位
を
列
挙
す
る
。
本
条
に
い
う
「
債
権
者

　
の
組
」
「
株
主
の
組
」
等
は
、
両
条
の
規
定
に
し
た
が
い
組
分
け
さ
れ

　
る
こ
と
に
な
る
。
代
表
的
な
も
の
を
列
挙
す
れ
ば
、
債
務
者
以
外
の

　
者
に
よ
る
手
続
の
申
立
以
後
手
続
開
始
決
定
ま
で
の
間
に
債
務
者
と

　
の
間
で
な
さ
れ
た
取
引
に
も
と
づ
い
て
生
じ
た
債
権
を
有
す
る
債
権

　
者
（
第
四
ー
四
〇
五
条
＠
項
（
2
）
、
担
保
権
者
（
同
（
7
）
）
、
無
担

　
保
債
権
者
（
同
（
9
）
）
、
債
務
者
た
る
会
社
が
発
行
し
た
証
券
の
購
入

　
の
取
消
に
も
と
づ
く
債
権
を
有
す
る
者
（
第
四
ー
四
〇
六
条
＠
項

　
（
1
）
）
、
債
務
者
た
る
会
社
に
対
し
て
債
権
を
有
す
る
内
部
者
（
同

　
（
2
）
）
な
ど
の
組
分
け
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
1
6
）
　
本
条
は
、
現
行
連
邦
破
産
法
第
一
〇
章
第
二
一
六
条
お
よ
び
第

　
一
一
章
第
三
五
七
条
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
七
章
手
続
が

　
法
人
に
非
ざ
る
債
務
者
を
も
対
象
と
す
る
関
係
か
ら
、
現
行
第
一
一

　
章
第
三
五
六
条
（
債
務
整
理
手
続
の
権
利
変
更
の
対
象
を
無
担
保
債

　
権
者
に
限
定
す
る
規
定
）
が
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
、

　
現
行
第
二
一
六
条
（
2
）
、
（
5
）
お
よ
び
（
6
）
が
脱
落
し
、
ま
た
、
同

　
（
7
）
、
（
8
）
が
実
質
的
に
は
修
正
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

　
に
は
、
現
行
第
一
一
章
第
三
五
七
条
（
1
）
、
（
3
）
、
（
4
）
、
（
5
）
、

　
（
6
）
お
よ
び
（
7
）
も
脱
落
し
て
い
る
。

（
1
7
）
　
現
行
第
一
〇
章
第
一
〇
二
条
は
、
優
先
弁
済
を
う
け
る
権
利
の

　
そ
の
優
先
順
位
を
規
定
す
る
現
行
第
六
四
条
の
第
一
〇
章
へ
の
適
用

二
〇
〇

　
を
排
除
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
規
定
に
よ
れ
ば
、
清
算
手
続
に

　
お
け
る
配
当
順
位
を
定
め
る
第
四
－
四
〇
五
条
＠
項
（
1
）
乃
至
（
5
）

　
を
適
用
し
て
、
そ
こ
に
お
け
る
配
当
順
位
を
基
準
に
し
て
そ
の
弁
済

　
を
更
生
計
画
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
第
四
－
四
〇
五

　
条
⑥
項
（
1
）
乃
至
（
5
）
に
よ
れ
ば
、
合
衆
国
、
州
お
よ
び
地
方
公
共

　
団
体
の
公
租
公
課
は
、
手
続
の
申
立
前
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
五

　
順
位
の
優
先
弁
済
権
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
従
来
の
判
例
（
q
巳
富
α

　
ω
富
8
ω
＜
・
囚
①
ざ
o
o
箋
鍔
ψ
認
N
（
一
鶏
O
y
）
と
は
反
対
に
優
先
弁

　
済
の
第
一
順
位
を
否
定
し
て
い
る
点
に
注
意
を
要
し
よ
う
。
今
後
わ

　
が
国
に
お
い
て
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
破
産
手
続
に
お
い
て
財
団
債

　
権
の
中
に
公
租
公
課
が
含
ま
れ
る
（
破
産
法
第
四
七
条
二
号
）
こ
と

　
の
当
否
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
ろ
う
。

（
1
8
）
　
本
改
正
草
案
に
お
い
て
も
、
現
行
法
に
お
け
る
と
同
様
絶
対
優

　
先
説
（
”
び
ω
o
冒
3
胃
δ
ユ
蔓
旨
一
①
）
の
適
用
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

　
る
（
改
正
草
案
第
七
－
三
一
〇
条
④
項
（
2
）
⑧
参
照
）
。
し
か
し
、

　
債
務
者
財
産
の
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ン
・
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
に
よ
つ

　
て
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
株
主
や
無
担
保
債
権
者
で
あ
っ
て
も
、
適
正
な

　
対
価
の
提
供
（
こ
れ
に
は
、
無
形
の
価
値
た
と
え
ば
中
小
企
業
に
お

　
け
る
経
営
者
の
地
位
な
ど
も
含
む
）
に
よ
っ
て
失
権
し
な
い
こ
と
も

　
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
規
定
は
か
か
る
場
合
を
考
慮
し
、

　
後
順
位
権
利
者
の
遅
れ
た
更
生
計
画
参
加
を
定
め
る
。
な
お
、
以
上



　
の
こ
と
を
許
容
す
る
規
定
と
し
て
第
七
－
三
〇
三
条
（
4
）
参
照
。
ま

　
た
、
こ
の
こ
と
が
本
改
正
草
案
の
主
要
な
骨
子
で
あ
る
点
に
つ
い
て
、

　
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
（
一
）
」
比

　
較
法
学
一
一
巻
一
号
五
頁
以
下
お
よ
び
現
行
法
が
厳
格
な
絶
対
優
先

　
説
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
間
題
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

　
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
会
社
更
生
手
続
と
債
務
整
理
手
続
の
機
能
分

　
担
そ
の
序
説
と
し
て
」
早
稲
田
法
学
会
誌
二
五
巻
一
頁
以
下
、
「
同

　
（
続
）
ー
二
ー
ズ
・
テ
ス
ト
を
中
心
と
し
て
」
早
稲
田
法
学
会
誌
二
六

　
巻
三
一
五
頁
以
下
参
照
。

（
1
9
）
　
現
行
第
一
〇
章
第
二
一
六
条
（
4
）
で
は
、
官
庁
と
の
契
約
は
こ

　
れ
を
拒
絶
で
き
な
い
が
、
本
規
定
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
も
解
除
で
き
る

　
こ
と
と
な
る
。

（
2
0
）
　
本
規
定
お
よ
び
（
8
）
の
規
定
は
、
い
わ
ゆ
る
更
生
計
画
に
不
同

　
意
の
権
利
者
の
た
め
の
権
利
保
護
条
項
で
あ
る
が
、
現
行
第
一
〇
章

　
第
一
二
六
条
（
7
）
お
よ
び
（
8
）
よ
り
も
単
純
化
さ
れ
て
は
い
る
が
そ

　
の
実
質
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。

（
2
1
）
　
本
条
は
、
現
行
第
一
〇
章
第
一
六
九
条
お
よ
び
第
一
七
〇
条
の

　
規
定
に
由
来
す
る
が
、
現
行
法
で
は
、
第
一
次
的
に
は
管
財
人
に
し

　
か
更
生
計
画
の
提
案
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
本
改
正

　
草
案
で
は
提
案
権
者
の
範
囲
を
拡
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来
か

　
ら
、
と
り
わ
け
第
一
一
章
の
債
務
整
理
手
続
に
お
い
て
債
務
者
に
し

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
（
二
）

　
か
提
案
権
が
認
め
ら
れ
ず
そ
の
拡
張
が
主
張
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

　
し
た
が
う
も
の
で
あ
る
。

（
2
2
）
　
現
行
法
で
は
、
証
券
取
引
委
員
会
が
更
生
計
画
案
に
つ
い
て
勧

　
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
改
正
草
案
で
は
、
破
産
審
査
官

　
が
こ
れ
を
お
こ
な
う
。

（
2
3
）
　
本
条
に
類
す
る
規
定
は
、
現
行
法
に
は
存
在
し
な
い
。

（
2
4
）
　
現
行
第
一
〇
章
第
一
九
八
条
に
よ
れ
ば
、
歯
型
証
書
受
託
者
み

　
ず
か
ら
は
、
証
券
保
有
者
の
た
め
に
更
生
計
画
案
の
受
諾
の
た
め
の

　
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
改
正
草
案

　
に
よ
れ
ば
、
議
決
権
行
使
が
許
さ
れ
る
。

（
2
5
）
　
共
同
債
務
者
と
は
、
保
証
人
、
物
上
保
証
人
を
い
う
が
、
こ
の

　
共
同
債
務
者
は
、
第
四
－
四
〇
一
条
⑥
項
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
が
所

　
定
の
期
間
内
に
債
権
の
証
拠
を
届
け
出
な
い
場
合
に
限
り
、
そ
れ
に

　
代
っ
て
証
拠
を
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
6
）
　
原
則
と
し
て
、
従
来
の
判
例
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
絶

　
対
優
先
説
（
ぎ
ω
o
一
暮
o
℃
ユ
o
は
蔓
崖
一
Φ
）
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

　
の
点
に
つ
き
、
国
o
唱
O
耳
9
け
げ
①
O
O
ヨ
ヨ
一
ω
ω
δ
口
O
口
什
げ
Φ
ω
9
P
犀
『
β
－

　
℃
け
o
網
い
帥
類
¢
o
｛
什
『
o
d
。
ω
。
》
｝
℃
四
旨
目
”
N
㎝
卜
（
一
〇
『
o
o
）
。
な
お
、

　
そ
の
例
外
と
し
て
、
第
七
！
三
〇
三
条
（
4
）
参
照
。

（
2
7
）
　
絶
対
優
先
説
の
下
で
は
、
更
生
計
画
に
よ
り
権
利
変
更
を
う
け

　
る
権
利
者
全
員
の
更
生
計
画
の
受
諾
が
あ
っ
て
も
、
優
先
順
位
に
し

二
〇
一



ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
（
二
）

　
た
が
っ
た
配
当
が
な
さ
れ
な
い
限
り
更
生
計
画
は
確
認
さ
れ
え
な

　
い
。
し
か
し
、
か
か
る
絶
対
優
先
説
も
本
規
定
を
限
度
と
し
て
修
正

　
さ
れ
て
い
る
。

（
2
8
）
　
第
四
－
五
〇
六
条
＠
項
に
よ
れ
ば
、
　
一
定
の
租
税
債
権
、
債
務

　
者
側
の
詐
欺
ま
た
は
虚
偽
表
示
な
ど
に
も
と
づ
い
て
提
供
さ
れ
た
金

　
銭
・
財
産
ま
た
は
役
務
に
つ
い
て
の
相
手
方
の
請
求
権
、
不
法
行
為

　
に
も
と
づ
く
請
求
権
な
ど
一
〇
種
類
の
請
求
権
が
あ
る
。

（
2
9
）
　
更
生
計
画
上
配
当
に
与
れ
る
権
利
者
の
確
定
は
原
則
と
し
て
債

　
権
者
表
や
株
主
名
簿
に
依
拠
す
る
こ
と
と
し
て
、
さ
ら
に
は
、
手
続

　
係
属
中
に
証
券
の
取
引
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
更
生
計
画
の
確
認

　
命
令
が
確
定
す
る
と
き
ま
で
、
配
当
を
う
く
こ
と
の
で
ぎ
る
権
利
者

　
の
範
囲
の
確
定
を
ず
ら
し
て
い
る
。
な
お
、
注
（
1
3
）
お
よ
び
拙
稿

　
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
破
産
法
改
正
草
案
第
七
章
e
」
比
較
法
学

　
一
一
巻
一
号
七
頁
参
照
。

（
3
0
）
　
現
行
法
第
一
〇
章
第
二
六
七
条
で
は
印
紙
税
に
類
す
る
租
税
は

　
含
ま
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
未
完
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
一
年
八
月
稿
）

二
〇
二


